
資

料

皇
學
館
論
叢

第
五
十
巻
第
五
号

平

成

二

十

九

年

十

月

十

日

明
治
初
期

京
都
に
お
け
る
古
器
古
物
の
展
観

﹃
以
文
小
集
記
﹄
か
ら

中

澤

伸

弘

□

要

旨

徳
川
時
代
中
期
か
ら
有
職
故
実
の
学
の
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
︑
古

い
時
代
へ
の
憧
憬
の
念
が
深
ま
り
︑
古
器
古
物
を
玩
賞
す
る
好
古
の

気
風
が
生
じ
た
︒
こ
の
や
う
な
所
有
す
る
古
器
古
物
を
持
ち
寄
り
︑

そ
れ
を
展
観
し
︑
お
互
ひ
に
称
賛
や
批
評
を
し
︑
ま
た
は
考
証
す
る

会
が
自
づ
と
開
か
れ
る
や
う
に
な
つ
た
︒
文
化
年
間
か
ら
幕
末
に
か

け
て
京
都
で
毎
月
行
な
は
れ
て
ゐ
た
﹁
以
文
会
﹂
の
活
動
は
︑
そ
の

記
録
か
ら
わ
か
る
も
の
で
あ
る
︒

こ
こ
に
紹
介
す
る
﹃
以
文
小
集
記
﹄
は
明
治
七
年
か
ら
十
年
に
か

け
て
京
都
の
以
文
社
が
行
な
つ
た
古
器
古
物
の
展
観
記
録
で
あ
る
︒

こ
れ
が
嘗
て
の
以
文
会
と
ど
う
繋
が
る
か
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
︑

こ
の
や
う
な
会
が
さ
さ
や
か
な
が
ら
開
か
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
︒

□

キ
ー
ワ
ー
ド

以
文
社

『以
文
小
集
記
』

古
器
古
物
展
観

進
藤
千
尋

明
治
初
期

一

本
稿
は
架
蔵
︵
松
乃
屋
文
庫
︑
宮
崎
和
廣
氏
旧
蔵
委
託
本
︶
の
﹃
以
文

小
集
記
﹄
の
解
題
と
展
観
目
録
の
部
分
翻
刻
で
あ
る
︒
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古
器
古
物
を
蒐
集
し
︑
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
を
考
証
す
る
尚
古
の
気
風

は
国
学
の
学
問
の
発
展
と
と
も
に
盛
ん
に
な
つ
て
行
つ
た
︒
中
で
も
徳
川

時
代
の
文
化
年
間
か
ら
天
保
嘉
永
に
至
る
期
間
に
︑
京
都
の
文
人
に
よ
つ

て
古
器
古
物
の
展
観
の
会
で
あ
る
﹁
以
文
会
﹂
が
結
成
さ
れ
︑
毎
月
十
日

に
各
自
の
珍
蔵
す
る
什
物
を
持
参
し
て
参
会
し
︑
相
互
に
研
究
し
た
こ
と

の
記
録
は
三
宅
米
吉
に
よ
つ
て
﹃
以
文
会
筆
記
抄
﹄
と
し
て
昭
和
四
年
に

刊
行
さ
れ
て
ゐ
る
︵
１
︶

︒
こ
の
京
の
以
文
会
は
時
代
の
流
れ
の
中
で
そ
の
後
ど

の
や
う
に
な
つ
て
行
つ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
︑
当
該
資
料
は
明
治

七
年
に
な
つ
て
︑
こ
の
﹁
以
文
﹂
を
名
乗
る
﹁
以
文
社
﹂
が
同
じ
く
京
都

に
お
い
て
結
成
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
︑
明
治
七
年
か
ら
十
年

に
か
け
て
京
都
で
十
五
回
行
な
は
れ
た
以
文
社
の
展
観
︵
以
文
小
集
︶
の

記
録
で
あ
る
︒
当
該
資
料
に
つ
い
て
は
︑
そ
の
関
連
す
る
も
の
に
つ
い
て

書
か
れ
た
も
の
は
あ
る
が
︵
２
︶

︑
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
未
だ
知
ら
れ
て
ゐ
な

い
唯
一
の
一
点
の
も
の
と
思
は
れ
︑
貴
重
な
も
の
と
判
断
で
き
る
︒

東
京
奠
都
以
来
︑
次
第
に
京
都
の
町
が
廃
れ
行
く
の
を
留
め
る
べ
く
︑

そ
の
活
性
化
を
か
け
て
明
治
四
年
か
ら
毎
年
西
本
願
寺
で
京
都
博
覧
会
が

開
催
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
た
が
︑
こ
ち
ら
は
古
器
古
物
の
展
観
と
と
も
に

産
業
殖
産
の
方
面
に
も
わ
た
り
︑
主
に
後
者
の
方
面
に
意
が
注
が
れ
た
︒

そ
の
や
う
な
状
況
の
中
で
当
時
の
京
都
に
お
い
て
︑
さ
さ
や
か
な
が
ら
こ

の
や
う
な
会
が
開
か
れ
︑
こ
こ
に
翻
刻
さ
れ
た
や
う
な
古
物
が
展
観
さ
れ

て
ゐ
た
の
で
あ
る
︒
古
器
古
物
を
蒐
集
し
伝
へ
て
き
た
こ
と
も
重
要
で
あ

り
︑
そ
の
様
子
や
︑
参
会
し
て
ゐ
た
当
時
の
人
物
に
つ
い
て
考
へ
た
く

思
ふ
︒

二

ま
づ
は
手
許
に
あ
る
﹃
以
文
小
集
記
﹄
の
簡
単
な
書
誌
と
内
容
を
述

べ
る
︒

書
誌

写
本
︒
竪
二
十
五
糎
︑
横
十
七
糎
︒
表
紙
共
紙
墨
付
六
十
五
丁

︵
但
し
何
も
書
か
れ
て
ゐ
な
い
丁
が
前
後
︑
中
ほ
ど
に
二
︑
三
丁
ほ
ど
あ

る
︒︶
表
紙
左
上
部
に
小
さ
く
﹁
以
文
小
集
記
﹂
右
下
に
﹁
社
友
﹂
と
あ
り
︒

内
題
な
し
︒
一
丁
オ
モ
テ
に
三
顆
の
以
文
社
印
を
押
す
︒
三
丁
オ
モ
テ
に

﹁
以
文
小
集
則
﹂
と
あ
り
︑
そ
の
後
に
集
会
の
規
則
を
載
せ
︑
五
丁
オ
モ

テ
か
ら
第
一
回
の
記
事
と
な
る
︒
文
字
の
大
き
さ
改
行
な
ど
適
宜
で
あ

り
︑
そ
の
都
度
に
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
︒
ま
た
全
て
の
丁
が
︑
毛
筆

で
書
か
れ
た
地
方
文
書
の
裏
に
書
か
れ
て
ゐ
て
︑
下
書
き
で
あ
つ
た
こ
と

が
わ
か
る
︒
い
づ
れ
の
時
に
清
書
す
る
つ
も
り
で
ゐ
た
の
か
︑
ま
た
こ
れ

を
基
に
清
書
さ
れ
た
も
の
が
存
在
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
︒
本
書
は
後
人

に
よ
つ
て
丁
寧
に
裏
打
ち
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
が
︑
そ
の
紙
背
文
字
が
透
写

し
と
な
り
大
変
判
読
し
づ
ら
い
︒

本
文
の
筆
者
名
は
書
か
れ
て
ゐ
な
い
が
︑
初
回
の
参
加
者
の
名
の
上
に

﹁
発
意
催
﹂
と
あ
つ
て
︑
発
案
者
で
あ
る
こ
と
︑
毎
回
の
参
会
者
名
の
最

明
治
初
期
︑
京
都
に
お
け
る
古
器
古
物
の
展
観
︵
中
澤
︶
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後
に
進
藤
千
尋
の
名
が
書
か
れ
︑
ま
た
千
尋
︑
千
尋
等
︑
予
︵
自
分
の
意
︶

な
ど
の
名
前
の
記
載
と
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
︑
出
品
者
名
に
進
藤
と
あ
る
べ

き
と
こ
ろ
に
﹁
進
﹂
の
み
略
記
さ
れ
て
ゐ
る
点
な
ど
か
ら
︑
進
藤
千
尋
で

あ
る
と
思
は
れ
る
︒
当
時
以
文
社
の
運
営
が
ど
の
や
う
に
な
さ
れ
て
ゐ
た

の
か
︑
不
明
な
点
が
多
い
が
︑
明
治
九
年
二
月
の
十
三
回
の
折
に
︑
水
茎

氏
か
ら
出
品
さ
れ
た
出
品
物
に
次
の
や
う
な
﹁
古
器
ノ
品
評
書
﹂
が
以
文

社
か
ら
出
さ
れ
て
ゐ
て
︑
こ
れ
を
書
い
た
の
が
千
尋
︵
進
藤
老
人
勘
物
︶

で
あ
る
︑

外
ニ
先
會
水
茎
氏
ヨ
リ
出
品
有

古
器
ノ
品
評
書

千
尋
稿

九
年
一
月
十
五
日

進
藤
千
尋

右
進
藤
老
人
勘
物
之

一
同
無
異
物
候

第
一
之
古
物
と
可
賞
候
也

明
治
九
年
一
月
十
五
日

㊞

以
文
小
集
會

な
ど
の
諸
点
か
ら
会
の
運
営
に
大
き
く
関
与
し
て
ゐ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

千
尋
は
明
治
十
一
年
に
六
十
一
歳
で
逝
い
た
の
で
︑
発
会
の
明
治
七
年
当

時
は
五
十
七
歳
で
あ
つ
た
︒

内
容
は
毎
月
決
め
ら
れ
た
日
に
︑
会
場
︵
月
に
よ
り
変
は
る
︶
に
参
会

し
た
人
物
名
が
書
か
れ
︑
ま
た
持
参
し
展
観
し
た
品
物
名
︑
そ
れ
の
作
者

︵
筆
者
︶
の
小
伝
を
書
い
た
﹁
札
記
﹂
を
書
き
留
め
て
あ
る
︒﹁
札
記
﹂
と

は
次
の
や
う
な
も
の
で
例
へ
ば
第
一
回
の
﹁
後
青
龍
院
宮
真
跡

祖
師
御

消
息
写
﹂
で
あ
る
な
ら
︑

札
記

後
伏
見
院
皇
子

入
道
一
品
尊
道
親
王

諱
尊
省

青
蓮
院
門
主

母
入
道
大
納
言
實
明
卿
女

正
慶
元
八
廿
一
生

應
安
六
五
十
五
二
品

康

應
元
二

一
品

應
永
十
七
五
薨

七
十
一

號
青
龍
院
宮

葬
西
山

青
龍
寺

ま
た
第
二
回
の
﹁
小
色
紙

和
哥
弐
首

竪
四
寸
六
分
半

但
切
レ
也
口

半
カ
﹂
で
あ
る
な
ら
︑

札
記

後
崇
光
院
御
子

後
小
松
院
御
猶
子

後
花
園
院

御
諱
彦
仁

應
永
廿
六
六
十
八
降
誕

正
長
元
七
廿
八
践
祚

文
明
二
十
二
廿
七
崩
五
十
二

奉
號
後
文
徳
院

改

後
花
園
院

と
言
ふ
や
う
に
︑
そ
の
人
物
が
ど
の
や
う
な
者
か
︑
ま
た
そ
の
生
歿
に
つ

い
て
書
い
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
︒
但
し
こ
れ
も
初
期
に
は
か
な
り
詳
細
に

書
か
れ
て
ゐ
る
が
︑
回
数
を
重
ね
る
た
び
に
簡
略
化
さ
れ
た
り
︑
書
か
れ

て
ゐ
な
い
こ
と
が
多
く
な
る
︒
ま
た
毎
回
の
会
に
は
そ
の
担
当
者
︵
会

当
︶
と
補
助
︑
会
計
が
ゐ
て
︑
ま
わ
り
番
で
努
め
て
ゐ
た
こ
と
も
そ
の
記

録
か
ら
わ
か
る
の
で
あ
る
︒
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三

巻
頭
に
﹁
以
文
小
集
則
﹂
と
言
ふ
規
則
が
書
い
て
あ
る
の
で
︑
こ
れ
を

挙
げ
て
お
く
︒

以
文
小
集

則

第
一
章

一

皇
后
皇
妃
皇
子
皇
女
等
ノ
御
筆
跡
其
外
諸
物
御
傳
ニ
係
ノ
品
ヲ

集
會
ス
ル
ヿ
ヲ
催
ス

第
二
章

一

前
件
ニ
付
諸
君
考
説
ア
ラ
バ
紙
ニ
書
シ
テ
出
シ
賜
ラ
ン
ヿ
ヲ
希
フ

第
三
章

一

會
日
毎
月
廿
六
日
ト
ス

午
前
八
時
ヨ
リ
午
后
四
時
迄
諸
品
并

考
書
ヲ
列
シ
尚
席
上
ニ
於
テ
高
評
ヲ
希
フ

第
四
章

一

諸
出
品
可
成
丈
ケ
ハ
會
前
ニ
出
給
ハ
ン
ヿ
ヲ
希
フ

厚
ク
物
品

ヲ
保
護
シ
逐
一
預
證
ヲ
差
出
シ
會
後
日
持
主
ヘ
返
附
ス
ベ
シ

但
本
日
随
身
ニ
テ
モ
適
意
タ
ル
ベ
シ

第
五
章

一

品
物
ニ
ハ
小
傳
ヲ
付
シ
持
主
ノ
姓
名
ヲ
書
記
ス
ル
ノ
小
札
ヲ
付

ベ
シ

若
顕
名
ヿ
ヲ
望
サ
ル
方
ハ
其
意
ニ
随
フ
ベ
シ

但
出
品

手
数
料
等
ハ
一
切
不
申
受

第
六
章

一

席
上
告
礼
雜
言
ヲ
禁
ズ

貴
重
ノ
物
品
ヲ
敬
ス
ル
ガ
故
也

第
七
章

一

飲
食
ハ
諸
君
ノ
適
宜
ニ
マ
カ
ス

會
中
関
係
ス
ル
ナ
シ

七
年
十
月
廿
六
日

以
文
小
集

社
友

㊞

こ
の
七
章
の
決
ま
り
は
第
一
回
の
集
会
の
あ
つ
た
明
治
七
年
の
十
月

二
十
六
日
に
決
め
ら
れ
た
や
う
で
あ
る
︒
即
ち
︑
そ
れ
以
前
に
は
﹁
以
文

社
﹂
の
集
ま
り
は
な
か
つ
た
こ
と
が
言
へ
る
︒
ま
た
こ
れ
に
よ
る
と
此
の

会
が
﹁
皇
后
皇
妃
皇
子
皇
女
等
ノ
御
筆
跡
其
外
諸
物
御
傳
ニ
係
ノ
品
ヲ
集

會
﹂
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ゐ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
東
京
に
奠
都
さ
れ

た
も
の
の
長
く
王
城
の
地
で
あ
つ
た
誇
り
は
こ
の
や
う
に
﹁
皇
后
皇
妃
皇

子
皇
女
等
ノ
御
筆
跡
﹂
を
多
く
伝
存
し
︑
所
有
し
て
ゐ
る
人
の
名
誉
と
重

な
る
も
の
で
あ
つ
た
︒
そ
し
て
あ
く
ま
で
も
考
証
の
会
で
あ
り
︑﹁
諸
君

考
説
ア
ラ
バ
紙
ニ
書
シ
テ
出
シ
賜
﹂
へ
︑
ま
た
﹁
席
上
告
礼
雜
言
ヲ
禁
ズ

貴
重
ノ
物
品
ヲ
敬
ス
ル
ガ
故
也
﹂
と
言
ふ
と
こ
ろ
に
単
な
る
珍
物
展
観
と

は
相
違
す
る
学
究
的
な
態
度
を
見
る
の
で
あ
る
︒

集
会
の
日
は
毎
月
二
十
六
日
と
決
め
ら
れ
た
や
う
だ
が
︑
こ
の
あ
と
ど

う
し
た
こ
と
か
第
二
回
か
ら
月
十
六
日
と
な
り
︑
四
回
目
の
翌
年
二
月
か

ら
十
八
日
を
恒
例
に
開
か
れ
た
︵
九
年
は
十
五
︑
六
日
な
ど
若
干
の
相
違

は
あ
る
が
︶
や
う
で
あ
る
︒

明
治
初
期
︑
京
都
に
お
け
る
古
器
古
物
の
展
観
︵
中
澤
︶
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︿
表
紙
﹀

︿
以
文
小
集
則
﹀

︿
第
十
回

小
林
良
孝
出
品
付
箋
﹀
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と
こ
ろ
で
︑
以
文
社
に
は
次
の
や
う
な
印
鑑
が
あ
つ
た
こ
と
が
一
丁
オ

モ
テ
に
押
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
︒

㋑
の
印
鑑
は
﹁
以
文
社
の
印
章
﹂
と
脇
に
書
か
れ
て
あ
る
︒
紺
色
で
押

さ
れ
て
ゐ
て
︑
松
の
枝
を
円
形
に
組
ん
だ
模
様
の
中
に
朱
の
文
字
で
﹁
以

文
社
﹂
と
毛
筆
で
書
か
れ
て
あ
る
︒

㋺
の
印
鑑
は
﹁
正
品
員
外
共
札
記
ニ
用
之
﹂
と
の
説
明
が
書
か
れ
て
あ

る
︒
㋑
と
同
じ
模
様
で
紺
色
で
押
さ
れ
て
あ
る
が
︑
中
央
に
朱
文
字
二
行

で
﹁
以
文
社
／
拝
鑑
﹂
と
あ
る
︒
出
品
物
の
説
明
の
札
記
に
押
し
た
や
う

で
あ
る
︒

㋩
の
印
鑑
は
﹁
員
外
鑑
定
印
﹂
と
脇
に
書
か
れ
て
あ
る
︒
紫
色
で
押
さ

れ
て
ゐ
て
︑
竹
の
枝
を
円
形
に
組
ん
だ
模
様
の
中
に
朱
の
文
字
で
﹁
以
文

社
﹂
と
あ
る
︒
先
に
も
書
い
た
が
︑
以
文
社
は
古
器
古
物
の
鑑
定
を
し
て

ゐ
た
や
う
で
︑
そ
の
折
に
は
こ
の
印
が
証
紙
に
押
さ
れ
た
や
う
で
あ
る
︒

ま
た
︑﹁
以
文
小
集
則
﹂
の
文
末
に
㋥
の
印
が
あ
る
︒
朱
色
で
押
さ
れ

て
ゐ
て
︑
梅
の
花
と
枝
と
を
円
形
に
組
ん
だ
模
様
の
中
に
朱
の
文
字
で

﹁
以
文
社
﹂
と
あ
る
︒
こ
の
や
う
に
松
竹
梅
の
三
種
の
模
様
の
印
を
用
意

し
て
使
用
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
︒
第
二
回
の
折
に
は
弁
当
の
た
め
の
﹁
飯

切
手
﹂
が
配
布
さ
れ
︑
そ
の
図
が
書
か
れ
て
ゐ
て
︑
そ
こ
に
は
黒
印
で
あ

る
が
︑
㋩
と
同
じ
く
竹
の
模
様
の
印
に
﹁
以
文
社
﹂
と
朱
で
書
か
れ
て

ゐ
る
︒

㋑

㋺

㋩

㋥

四

参
会
者
及
び
そ
の
総
数
を
表
一
と
し
て
挙
げ
て
お
く
︒
こ
れ
に
よ
り

十
五
回
の
参
会
者
の
数
が
知
ら
れ
︑
そ
の
消
長
が
わ
か
る
も
の
で
あ
る
︒

大
方
十
人
か
ら
二
十
人
に
は
及
ば
な
い
範
囲
で
あ
る
が
︑
八
回
目
の
五
人

が
少
な
く
︑
十
二
回
目
の
三
十
八
人
な
ど
は
か
な
り
多
い
方
で
あ
る
︒
総

参
加
者
は
十
五
回
で
百
三
人
と
な
る
︒
中
に
は
石
野
外
四
人
︑
千
某
外
弐

人
な
ど
と
そ
の
名
が
不
明
の
も
の
も
あ
る
︒
皆
勤
は
主
宰
者
の
進
藤
千
尋

明
治
初
期
︑
京
都
に
お
け
る
古
器
古
物
の
展
観
︵
中
澤
︶
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が
十
五
回
は
当
然
と
し
て
︑
十
回
以
上
の
者
に
は
下
橋
敬
長
︑
宮
部
惟
孝

の
十
四
回
︑
小
林
良
孝
の
十
一
回
︑
並
河
尚
教
︑
矢
盛
教
愛
の
十
回
が
あ

り
︒
そ
れ
に
津
田
信
克
の
八
回
が
続
く
︒
た
だ
こ
の
記
録
も
八
回
前
後
に

は
記
入
漏
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
ほ
ど
記
載
事
項
が
少
な

い
の
が
気
に
か
か
る
︒

︻
表
一
︼
以
文
小
集
会

参
会
者

一
覧
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

錦
織
文
隆

①

押
小
路
実
潔

①

若
王
子
遠
文

①

②

③

④

進
藤
千
尋

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

並
河
尚
教

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑨

⑫

⑭

矢
盛
教
愛

①

②

④

⑤

⑦

⑨

⑩

⑬

⑭

⑮

宮
部
惟
孝

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

井
上
謙
三

①

②

⑨

大
橋
方
武

①

②

⑬

進
藤
為
名

①

②

進
藤
為
美

①

②

④

竹
川
友
廣

①

②

④

⑪

⑬

伊
藤
快
常

①

③

⑤

⑩

並
河

惣

①

鱗
星
助
太
郎

①

箭
田
藤
八
郎

①

尾
笹
政
蔵

①

下
橋
敬
長

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

荒
木
氏
敬

②

③

④

小
嶌
貞
五
郎

②

⑥

小
林
良
孝

③

④

⑤

⑥

⑦

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑮

宮
城
二
郎

③

立
入
宗
信

③

⑤

⑫

⑬

⑭

⑮

西
谷
淇
水

③

森
寛
斎

③

遠
藤
弥
三
郎

③

⑤

遠
藤
又
兵
衛

③

津
田
信
克

④

⑤

⑥

⑨

⑪

⑫

⑭

⑮

蔭
山
秀
文

④

大
津
留
惟
明

④

秦

久
敬

⑤

⑥

⑦

⑨

⑫

⑬

⑮

小
野
澤
基
豪

⑤

⑥

⑦

⑧

⑮

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮
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植
西
明
俊

⑤

⑦

植
西
泰
明

⑤

⑦

⑫

大
浦
宗
直

⑤

⑥

⑩

⑮

幸
前
元
紀

⑥

無
名
二
人

⑥

下
橋
敬
亮
(隠
居
)

⑥

⑦

⑪

⑫

山
科
正
恒

⑦

⑫

若
松
永
福

⑦

中
嶌
勝
彬

⑦

磯
谷
台
陽

⑧

⑨

⑩

⑭

馬
来

伸

⑩

⑭

岡
本
保
益

⑩

⑪

⑭

⑮

富
永
治
道

⑩

日
比
野
道
彦

⑩

野
村
敦
明

⑩

松
山
錦
平

⑩

津
戸
某

⑪

熊
谷
茂
七

⑫

石
束
一
郎

⑫

千
与
太
郎

⑫

浦
野
勝
次

⑫

多
久
顕
明

⑫

水
茎
孟
末

⑫

小
川
為
義

⑫

小
林
雄
精

⑫

金
龍
院

⑫

孤
蓬
庵

⑫

山
中
献

⑫

石
野
外
四
人

⑫

山
崎
庄
蔵
外
二
人

⑫

松
室
重
礼

⑫

安
井
九
兵
衛

⑫

河
原
崎
利
兵
衛

⑫

河
原
崎
嘉
兵
衛

⑫

千
某

外
弐
人

⑫

北
小
路
叟
助

⑫

馬
場
顕
東

⑫

浦
野
某

⑫

中
山
某

⑫

近
藤
律
山

⑫

聚
光
院
牧
宗

⑫

山
下
豊
泰

⑬

⑮

津
田
長
興

⑬

田
中
喜
十
郎

⑬

佐
野
久
成

⑬

安
井
九
兵
衛

⑬



日
付

①

明
治
七
年
十
月
二
十
六
日

十
七
人

②

十
一
月
十
六
日

十
三
人

③

明
治
八
年
二
月
十
六
日

十
三
人

④

三
月
十
八
日

十
三
人

⑤

四
月
十
八
日

十
六
人

⑥

六
月
十
八
日

十
五
人

⑦

七
月
十
八
日

十
四
人

⑧

九
月
十
八
日

四
人

⑨

十
月
十
八
日

九
人

⑩

十
一
月
十
八
日

十
四
人

⑪

十
二
月
十
一
日

九
人

⑫

明
治
九
年
一
月
十
五
日

三
十
八
人

⑬

二
月
十
五
日

二
十
人

⑭

三
月
十
六
日

十
四
人

⑮

明
治
十
年
五
月
十
六
日

十
七
人

会
場

①
武
田
旭
鶴
二
階

②
⑥
聖
護
院
村
右
左
亭

③
⑤
⑬
⑭
⑮
錦
織
森
桝
亭

⑫
徳
大
寺
総
見
院

一
方
︑
表
二
は
毎
回
の
出
品
者
と
そ
の
数
で
あ
る
︒
十
五
回
で
出
品
者

は
三
十
二
人
︑
そ
の
数
二
百
六
十
六
点
に
上
る
︒
但
し
こ
の
点
数
の
数
へ

方
が
統
一
さ
れ
て
ゐ
な
く
︑
正
確
な
数
は
把
握
で
き
な
い
︒
例
へ
ば
十
回

に
出
品
し
た
小
林
良
孝
は
別
に
附
箋
が
あ
り
︑
そ
こ
に
は
別
掲
の
如
く

︵
附
箋
︶記

一
保
延
六
年
十
一
月
十
九
日
位
記

并
正
治
文
書

無
年
号
文
書

右
合
壱
巻

原
本

一
天
平
勝
寶
年
間
切

法
隆
寺
印
有
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

鈴
鹿
熈
清

⑬

鈴
鹿
義
鯨

⑬

松
岡
正
根

⑬

橋
口
兼
則

⑬

野
村
綱
紀

⑬

鵜
飼
敬

⑭

石
津
発
三
郎

⑭

石
津
時
三
郎

⑭

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

滝
原
勝
信

⑭

勢
田
章
甫

⑮

林
一
郎

立
花
青
斎

⑮

馬
場
文
英

⑮

山
根
□
輔

⑮

井
関
良
顕

⑮

戸
田
保
憲

⑮



一
天
平
年
間
文
古
写

一
巻

一
正
倉
院
琴
写

一
巻

一
同
太
刀
写

一
巻

一
藤
貞
幹
古
瓦
摺

二
枚

一
近
衛
龍
山
公

詩
カ
ル
タ
四
枚

一
鷹
司
教
平
公
詩
歌
懐
紙

右
八
品

と
八
品
と
あ
る
が
︑
本
書
に
お
け
る
小
林
氏
出
品
の
も
の
は
︑
鷹
司
教
平

公
詩
哥
／
古
瓦
写

小
林
墓
摸
／
観
古
帖

古
瓦
集
序

書
状
／
保
延
六

年

位
記

次

天
皇
御
璽
印
／
天
平
勝
寶
年
間
文
書
切

古
印
切

正

蔵
院
中
琴
打
摸

同
朝
鮮
ノ
物

太
刀

藤
貞
幹
古
瓦
写
二
枚
／
近
衛
龍

山

詩
カ
ル
タ
︑
の
大
き
く
分
け
て
六
点
と
記
録
さ
れ
て
ゐ
る
︒
こ
の
や

う
に
考
へ
る
と
細
か
に
み
れ
ば
出
品
数
は
も
つ
と
増
え
る
こ
と
と
思
は
れ

る
︒
出
品
者
三
十
五
人
中
︑
参
会
者
に
名
の
な
い
者
が
十
三
人
ゐ
る
が
︑

こ
れ
は
出
品
だ
け
し
た
の
で
あ
ら
う
︒
先
の
小
集
則
に
あ
る
や
う
に
事
前

に
出
品
を
受
け
付
け
て
ゐ
た
や
う
な
の
で
︑
こ
れ
も
可
能
な
こ
と
で
あ
つ

た
︒
十
五
回
通
し
て
出
品
の
多
い
者
は
並
河
尚
教
が
九
回
六
十
点
︑
小
林

良
孝
が
同
じ
く
九
回
五
十
五
点
と
多
く
︵
３
︶

︑
次
い
で
進
藤
千
尋
が
十
回
四
十

三
点
と
続
く
︒
つ
い
で
津
田
信
克
が
五
回
十
五
点
︑
立
入
宗
信
が
五
回
十

二
点
と
な
る
︒

な
ほ
︑
参
会
者
に
つ
い
て
わ
か
る
こ
と
を
次
に
述
べ
て
お
く
︒

錦
織
久
隆
︑
押
小
路
実
潔
︑
若
王
子
遠
文
は
下
級
堂
上
で
あ
る
︒
錦
織

家
は
卜
部
家
︑
押
小
路
家
は
藤
家
で
あ
つ
て
後
に
子
爵
と
な
つ
て
ゐ
る
︒

両
家
と
も
に
東
京
へ
移
住
す
る
が
︑
こ
の
時
は
ま
だ
在
京
で
あ
つ
た
や
う

だ
︒
若
王
子
家
は
聖
護
院
院
家
で
明
治
二
年
に
堂
上
に
取
り
立
て
に
な
つ
た
︒

進
藤
千
尋
は
青
蓮
院
の
坊
官
で
門
跡
寺
院
の
一
切
を
取
り
仕
切
る
役
目

の
諸
大
夫
で
あ
つ
た
︒
富
士
谷
成
元
︵
御
杖
︶
の
門
人
で
︑
成
元
の
歌
集

﹃
北
辺
一
日
千
首
﹄
に
は
福
田
美
楯
の
序
文
︵
弘
化
四
年
︶
と
千
尋
の
跋

文
︵
年
不
明
︶
が
あ
つ
て
︑
成
元
の
歌
に
つ
い
て
驚
き
の
賛
辞
を
書
い
て

ゐ
る
︒
明
治
十
一
年
七
月
二
十
七
日
六
十
二
歳
で
歿
し
た
︒
墓
は
知
恩
院

に
あ
る
︒
並
河
尚
教
︑
津
田
信
克
は
滝
口
︑
矢
盛
教
愛
は
明
治
元
年
の

﹃
都
仁
志
喜
﹄
に
﹁
諸
陵
寮
史
生
正
七
位
下
﹂
と
あ
る
︒
竹
川
友
廣
は
絵

師
で
慶
應
三
年
の
﹃
平
安
人
物
志
﹄
の
﹁
画
﹂
之
部
に
載
る
︒
井
上
謙
三

は
新
選
組
に
捕
縛
さ
れ
た
老
僧
で
あ
ら
う
か
︒
伊
藤
快
常
は
若
王
子
社
の

神
職
で
︑
下
橋
敬
長
は
五
摂
家
の
一
で
あ
る
一
條
家
の
︑
ま
た
小
林
良
孝

は
同
じ
く
鷹
司
家
の
諸
大
夫
の
家
柄
で
あ
る
︒
殊
に
下
橋
敬
長
は
﹃
幕
末

の
宮
廷
﹄
の
著
者
で
︑
そ
の
有
職
方
面
に
お
け
る
博
覧
強
記
は
有
名
で
あ

る
︒
立
入
宗
信
は
禁
裏
の
御
蔵
職
︑
植
西
家
は
堂
上
の
今
出
川
家
の
諸
大

夫
で
あ
る
︒
そ
れ
ぞ
れ
の
家
柄
が
こ
の
や
う
な
古
器
古
物
を
蒐
集
し
伝
へ

た
の
で
あ
る
︒
そ
の
他
こ
こ
に
見
え
る
者
は
当
時
の
京
都
に
お
け
る
そ
れ

な
り
の
家
柄
の
者
で
あ
つ
た
の
で
あ
ら
う
が
︑
そ
の
詳
細
は
わ
か
ら
な

い
︒
存
じ
よ
り
の
方
が
あ
つ
た
ら
ご
教
示
を
願
ひ
た
い
︒

明
治
初
期
︑
京
都
に
お
け
る
古
器
古
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の
展
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︵
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︶
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①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
計

猿
渡
氏

2

2

小
野
澤
基
豪

1

1

2

下
橋
敬
長

2

3
1

6

磯
谷
氏

1

1

2

山
科
氏

2
4

6

津
戸
氏

1

1

水
口
氏

3

3

水
茎
氏

2

2

馬
場
氏

1

1

山
下
氏

2

2

吉
田
氏

9

9

押
小
路
殿

3

3

�
氏

1

1

安
井
氏

1

1

石
津
氏

2

2

不
明

2

1

3

合
計

24
10
11
14
36
2
5
1
23
13
11
64
29
18
5

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
計

進
藤
千
尋

14
5
3
4

1

1
4
4
2
5
45

並
河
尚
教

4
1
1
3
20

6
1

15
5
4

60

畑
氏

2

1

3

武
田
氏

1

1

2

後
藤
氏

1

1

鳥
居
川
氏

1

1

伊
藤
快
常

2
1

1

4

8

井
上
謙
三

1

1

2

梅
�
氏

1

1

宮
部
惟
孝

1

1

立
入
宗
信

2
1

2

2

5

12

小
林
良
孝

2
2
4

3

5
4
6
23
6

55

津
田
信
克

1
6
1

2

5

15

山
中
氏

1

1

若
王
子
遠
文

1

1

植
西
氏

2

1

6

9

遠
藤
氏

1

1

︻
表
二
︼
出
品
者
及
び
出
品
数



五

次
に
十
五
回
に
及
ぶ
以
文
小
集
が
ど
の
や
う
に
行
は
れ
た
か
を
︑
そ
の

概
要
を
記
し
て
お
く
︒
出
品
物
に
つ
い
て
は
別
に
翻
刻
し
て
挙
げ
︑
こ
こ

で
は
触
れ
な
い
︒

第
一
回
は
先
に
も
述
べ
た
明
治
七
年
十
月
二
十
六
日
で
あ
つ
て
︑
そ
の
日

の
出
席
は
十
七
名
で
あ
つ
た
︒
毎
回
参
会
者
の
氏
名
が
書
か
れ
て
ゐ
る

が
︑
第
一
回
の
出
欠
に
つ
て
は
詳
細
で
あ
る
の
で
次
に
挙
げ
て
お
く
︒

一

来
集
交
名

速
遅
ト
尚
歯
ト
ニ
ヨ
ル

非
以
巧
拙
次
第

華
族

従
三
位

錦
織
殿

諱
久
隆

正
四
位

押
小
路
殿

諱
實
潔

従
五
位

若
王
子
殿

遠
文

士
族

井
上
謙
三
殿

新
熊
野
村

〃

大
橋
方
武
殿

下
京
一
區
今
在
家
丁

〃

矢
盛
教
愛
殿

堺
町
御
池
北
扇
屋
丁

〃

並
河
尚
教
殿

上
京
字
百
万
遍
屋
敷

〃

同

総

殿

前
人
男

商

鱗
星
助
太
郎
殿

浪
華
鴻
彦

神
官

伊
藤
快
常
殿

若
王
子
社
祠
掌

権
訓
導

画
職

竹
川
友
廣
殿

室
町
四
條
南

商

宮
部
惟
孝
殿

三
條
堀
川
東

〃

箭
田
彦
八
郎
殿

木
屋
丁
二
條
南

〃

尾
笹
政
蔵
殿

油
小
路
下
長
者
丁
北

発
意
催

進
藤
千
尋

補
助

〃

為
名

〃

為
美

一

當
日
不
参
之
節
有
之
方
々

町
田
能
久

雨
森
善
四
郎

浅
山
茂
平

西
田
耕
造

西
谷
元
圃

一

會
席

樵
街
三
條
北

武
田
旭
鶴

奥
二
階

一

當
日
雜
費
賄
方

宮
部
惟
孝

勘
定
取
集
周
旋

大
橋
方
武

一

席
敷
設
之
具

毛
氈
二
枚

並
河
氏

同
三
枚

進
藤

蛭
か
ぎ

竹

川
氏

田
葉
二

進
藤

茶
具

武
田

席
同
上

茶
菓

弁
當

糊
等
ハ
席
上

買
上
ゲ

一
出
品
札
記

不
残
不
得
認
之

表
口
掛
札

奥
二
階
以
文
小
集

玄
関

以
文
小
集
入
口

二
階
上
リ
段

以
文
小
集
上
リ
口

い
づ
れ
も
紙
札
也

第
一
回
の
参
会
者
は
十
七
人
︑
六
家
か
ら
二
十
四
点
が
出
品
さ
れ
︑
そ

の
う
ち
進
藤
千
尋
が
十
二
点
で
あ
つ
て
︑
本
会
に
寄
せ
る
思
ひ
が
わ
か
る
︒

明
治
維
新
以
降
︑
主
立
つ
た
公
家
華
族
は
東
京
へ
移
住
し
た
が
︑
こ
こ
に

明
治
初
期
︑
京
都
に
お
け
る
古
器
古
物
の
展
観
︵
中
澤
︶
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見
え
る
錦
織
久
隆
︑
押
小
路
殿
實
潔
︑
若
王
子
遠
文
は
ま
だ
京
都
に
ゐ
た
︒

ま
た
当
日
の
欠
席
者
名
が
あ
る
︵
但
し
こ
こ
一
回
の
み
で
あ
る
が
︒︶

こ
と
か
ら
事
前
に
開
催
の
案
内
を
し
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
︒

当
日
の
集
会
場
所
は
﹁
樵
街
三
條
北
の
武
田
旭
鶴
宅
の
奥
二
階
﹂
で
あ

つ
て
︑
表
口
に
﹁
奥
二
階
以
文
小
集
﹂︑
玄
関
に
﹁
以
文
小
集
入
口
﹂︑
二

階
上
リ
段
の
所
に
﹁
以
文
小
集
上
リ
口
﹂
と
書
い
た
︑
い
づ
れ
も
紙
札
の

﹁
掛
札
﹂
を
書
け
て
案
内
標
に
し
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
先
の
﹁
以
文
小
集

則
﹂
に
よ
れ
ば
終
日
の
開
催
の
為
︑
弁
当
も
用
意
さ
れ
て
ゐ
た
や
う
で
︑

そ
の
賄
方
な
ど
に
宮
部
惟
孝
や
大
橋
方
武
が
当
た
つ
て
ゐ
る
︒
発
意
催
の

進
藤
千
尋
︵
為
周
と
言
ふ
︶
は
為
名
︑
為
美
の
二
人
の
子
息
と
と
も
に
裏

方
の
役
を
務
め
た
や
う
で
あ
る
︒

第
二
回
は
翌
月
の
十
一
月
十
六
日
に
聖
護
院
村
の
右
左
亭
を
会
場
に
し
て

行
な
は
れ
︑
会
當
に
は
一
回
と
同
じ
く
宮
部
惟
孝
︑
補
助
と
し
て
大
橋
方

武
︑
下
橋
敬
長
の
二
名
が
当
た
つ
た
︒
※
以
下
出
席
の
記
載
は
毎
回
本
文

の
表
記
の
ま
ま

︵
十
一
月
十
六
日

以
文
小
集
席
︶

聖
護
院
村
右
左
亭

会
當
宮
部
惟
孝

補
助
大
橋
方
武

下
橋
敬
長

出
席

若
王
子
殿

井
上
先
生

荒
木
先
生

並
河
先
生

矢
盛
先

生

竹
川
友
廣
殿

小
嶌
殿

進
藤
三
人

一
食
道

森
桝

飯
切
手

雛
形

札
金
一
朱
ト
引
替
ル

一
席
料

拾
弐
盤
弐
間

床
壱
間
半

脇
棚
壱
間
半

金
三
拾
銭

毛
氈

弐
枚
若
王
子
殿

壱
枚
進
藤

壱
枚
井
上
氏

参
会
者
は
十
三
人
︑
前
回
よ
り
や
や
少
な
い
︒
四
家
か
ら
十
点
が
出
品

さ
れ
や
は
り
千
尋
は
七
点
を
出
し
て
ゐ
る
︒
今
回
は
図
の
や
う
な
飯
切
手

が
金
一
朱
と
交
換
で
配
ら
れ
た
や
う
で
あ
る
︒
参
会
者
は
十
二
人
で
︑
一

回
に
参
会
し
た
錦
織
︑
押
小
路
の
二
人
は
こ
の
あ
と
は
出
て
ゐ
な
い
︒

第
三
回
は
翌
年
二
月
十
六
日
に
行
な
は
れ
た
︒
十
二
月
︑
一
月
が
な
か
つ

た
︵
休
会
︶
や
う
な
の
で
︑
既
に
﹁
則
﹂
に
言
ふ
毎
月
の
実
施
は
難
か
し

か
つ
た
や
う
で
あ
る
︒

︵
八
年
二
月
十
六
日
︶
会
席
錦
織
森
桝
舎

會
當
下
橋
敬
長

補
助

宮
部
惟
孝

出
席

従
五
位
若
王
子
遠
文

権
訓
導
伊
藤
快
常

立
入
宗
信

小

林
良
孝

荒
木
氏
敬

並
河
尚
教

進
藤
千
尋

西
谷
淇
水

森
寛

斎

遠
藤
弥
三
郎

同
又
兵
衛

同
某

宮
城
二
郎

下
橋
敬
長
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宮
部
惟
孝

一
設

毛
セ
ン

弐
枚
伊
藤
氏

二
枚
進
藤

参
会
者
は
十
四
人
︒
六
家
か
ら
十
一
点
が
出
さ
れ
︑
今
回
も
千
尋
の
三

点
が
一
番
多
い
︒
会
場
は
錦
織
の
森
桝
舎
︒
會
當
下
橋
敬
長
︑
補
助
に
宮

部
惟
孝
が
当
た
つ
た
︒
出
品
は
十
点
で
員
外
が
一
点
で
あ
つ
た
︒
員
外
と

は
何
を
意
味
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
︑
全
体
的
に
見
て
も
第
一
回
か
ら

比
べ
る
と
数
は
少
な
い
︒

第
四
回
は
三
月
十
八
日
で
あ
つ
た
︒
以
後
こ
の
月
か
ら
十
八
日
が
定
例
と

な
る
︒︵

三
月
十
八
日
小
集
例
席
︶
會
當
小
林
良
孝

補
助
下
橋
敬
長

宮

部
惟
孝

交
名

従
五
位
若
王
子
遠
文

小
林
良
孝

蔭
山
秀
文

並
河
尚
教

矢
盛
教
愛

荒
木
氏
敬

義
具
男
津
田
信
克

大
津
留
惟
明

下
橋

敬
長

宮
部
惟
孝

竹
川
友
廣

進
藤
千
尋

進
藤
為
美

敷
設

毛
セ
ン
一
枚
若
王
子
殿

同
一
枚
竝
掛
具
ヒ
ル
カ
ギ
掛

簾
等

進
藤

参
会
者
は
十
三
人
︒
九
家
か
ら
十
四
点
が
出
品
さ
れ
た
︒
千
尋
の
四
点

が
多
い
︒
会
場
は
こ
こ
に
は
書
か
れ
て
ゐ
な
い
︒
會
當
は
小
林
良
孝
で
補

助
に
下
橋
敬
長
︑
宮
部
惟
孝
が
当
た
つ
た
︒

第
五
回
は
四
月
十
八
日
で
︑
会
場
は
錦
織
の
森
桝
亭
で
あ
つ
た
︒

︵
四
月
十
八
日

月
次
以
文
小
集
︶
会
席
森
桝
亭

會
當
秦
久
敬

補
助
例
之
近
當
三
輩

会
計
宮
部
惟
孝

出
席

小
野
澤
基
豪

矢
盛
教
愛

小
林
良
孝

津
田
信
克

立
入

宗
信

並
河
尚
教

植
西
明
俊

同
泰
明

下
橋
敬
長

伊
藤
快

常

大
浦
宗
植

遠
藤
千
胤

宮
部
惟
孝

秦
久
敬

千
尋
等
也

毛
セ
ン
一
枚
若
王
子
家
御
品

参
会
者
は
十
五
人
︒
七
家
か
ら
三
十
六
点
と
出
品
数
は
増
え
た
が
︑
大

方
が
並
河
尚
教
︵
十
九
点
︶
の
出
展
で
あ
る
︒
千
尋
は
今
回
は
こ
ち
ら
へ

の
出
品
を
見
送
つ
た
と
見
え
︑
一
つ
も
出
し
て
ゐ
な
い
︒
こ
ち
ら
と
書
い

た
が
不
思
議
な
こ
と
に
こ
の
日
同
じ
場
所
で
﹁
年
号
展
覧
﹂
が
同
じ
以
文

社
が
主
催
し
て
行
な
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
る
︒
そ
の
目
録
が
別
に
あ
つ

て
︑
管
宗
次
﹃
京
大
坂
の
文
人

続
々
々
﹄
に
翻
刻
さ
れ
て
ゐ
る
が
︵
２
︶

︑
そ

れ
に
よ
れ
ば
こ
ち
ら
は
下
橋
敬
長
所
有
の
大
化
二
年
の
宇
治
橋
断
碑
か
ら

立
入
宗
信
所
有
の
慶
長
五
年
の
禁
中
米
銀
納
帳
ま
で
︑
年
号
が
書
か
れ
て

ゐ
る
古
器
古
物
が
一
七
〇
点
に
及
ん
で
ゐ
る
︒
本
会
と
の
重
複
は
並
河
氏

の
所
有
の
﹁
大
治
元
年
地
券
﹂﹁
承
安
三
年
沽
却
券
﹂﹁
永
仁
六
年

灌
頂

文
書
﹂
の
三
点
で
あ
る
︒
並
河
尚
教
が
複
数
同
じ
も
の
を
所
持
し
て
ゐ
た

の
か
︑
此
の
会
と
の
兼
ね
合
ひ
が
ど
の
や
う
で
あ
つ
た
の
か
も
不
明
で
あ

る
︒
こ
ち
ら
の
目
録
の
﹁
年
号
展
覧
条
則
﹂
に
は
次
の
や
う
に
あ
る
︒

一
金
石
竹
紙
布
韋
何
ニ
ヨ
ラ
ズ
年
號
文
字
ア
ル
物
品
ヲ
展
観
シ
テ
上

明
治
初
期
︑
京
都
に
お
け
る
古
器
古
物
の
展
観
︵
中
澤
︶
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代
ノ
オ
モ
ム
キ
ヲ
見
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
是
玩
弄
ニ
似
テ
サ
ナ
ラ
ズ
本

教
稽
古
ノ
学
梯
ト
ナ
サ
ン
ト
ナ
リ

一
年
号
ハ
上
ミ
大
化
ヨ
リ
下
モ
慶
長
ニ
至
リ
凡
九
百
七
十
年
間
其
号

二
百
余
一
号
一
品
ニ
限
ル

一
大
化
以
前
延
徳
以
後
奇
僻
ノ
號
往
々
史
伝
ニ
散
見
ス
ミ
ナ
公
行
ノ

モ
ノ
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
今
コ
レ
ヲ
除
ク

一
元
和
以
後
ノ
號
ハ
後
会
ニ
集
ベ
シ

一
出
品
真
物
ヲ
以
テ
ス
ベ
シ
去
レ
ド
モ
千
年
ノ
古
キ
二
百
ノ
大
員
コ

レ
ヲ
ツ
ク
ス
能
ハ
ズ
其
欠
員
ハ
影
写
臨
摸
ヲ
以
テ
補
フ
ベ
シ

一
出
品
ニ
ハ
預
券
ヲ
以
テ
持
主
ニ
呈
シ
会
後
三
日
ノ
内
ニ
是
ヲ
カ
ヘ

ス
ベ
シ

一
会
日
四
月
十
八
日

大
風
雨
順
延
小
雨
不
嫌

一
会
度
洛
東
錦
織
森
舛
舎

八
年
四
月

以
文
社
会
當

小
林
良
孝

補
助

下
橋
敬
長

津
田
信
克

秦

久
敬

進
藤
為
名

会
計

宮
部
惟
孝

こ
ち
ら
の
会
は
そ
の
目
標
を
﹁
本
教
稽
古
ノ
学
の
階
梯
﹂
に
し
て
ゐ
て

全
く
別
の
組
織
の
や
う
で
あ
る
が
︑
会
当
を
小
林
良
好
と
し
︑
補
助
に
下

橋
︑
津
田
︑
秦
︑
進
藤
為
名
︵
千
尋
の
子
︶︑
会
計
が
宮
部
と
な
つ
て
を
り
︑

重
な
る
人
物
が
ゐ
る
が
別
の
催
し
で
あ
つ
た
や
う
で
あ
る
︒
こ
の
関
係
が

よ
く
わ
か
ら
な
い
で
ゐ
る
︒

第
六
回
は
六
月
十
八
日
に
行
な
は
れ
た
︒

︵
六
月
十
八
日

以
文
小
集
也
︶

会
當
津
田
信
克

席
右
左
亭

来
集
人
名

並
河
尚
教

小
林
良
孝

秦
久
敬

下
橋
敬
長

小
野

澤
基
豪

大
浦
宗
植

幸
前
元
起

小
嶌
貞
五
郎

津
田
信
克

宮

部
惟
孝

千
尋

外
ニ
下
橋
隠
居

無
名
弐
人

毛
セ
ン
弐
枚
若
王
子
殿
ニ
テ
借
用

会
計

宮
部
下
橋

参
会
者
は
十
三
名
︒
新
人
は
下
橋
敬
長
の
父
敬
亮
ほ
か
三
人
が
来
た

外
︑
同
じ
よ
う
な
顔
ぶ
れ
で
あ
つ
た
︒
出
品
は
少
な
く
︑
二
家
か
ら
二
点

あ
つ
た
の
み
で
あ
つ
た
︒
記
録
が
欠
け
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
︑
六
七
八

回
は
出
品
数
が
従
来
に
比
し
て
少
な
く
五
点
以
下
で
あ
る
︒
会
場
は
第
二

回
と
同
じ
く
聖
護
院
の
右
左
亭
で
あ
つ
た
︒

第
七
回
は
七
月
十
八
日
に
行
な
は
れ
た
︒

︵
七
月
十
八
日

月
次
以
文
小
集
︶

并
元
和
八
年
至
明
治
年
号
暦

親
在
別
紙

来
集
人
銘

矢
盛
教
愛

並
河
尚
教

小
林
良
孝

宮
部
惟
孝

下

橋
敬
長

若
松
永
福

山
科
正
恒

下
橋
敬
亮

秦
久
敬

中
嶌
勝
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彬

植
西
明
俊

同
泰
明

小
野
澤
基
豪

千
尋
等
也

毛
セ
ン
二
枚
若
王
子
殿
ゟ
借
用

酒
舛
求
之

参
会
者
は
十
四
名
︒
二
家
か
ら
五
点
の
出
品
が
あ
つ
た
︒
賀
茂
の
鳥
居

の
切
れ
端
な
ど
も
展
観
さ
れ
て
ゐ
る
が
︑
数
が
少
な
く
︑
こ
こ
も
記
載
漏

れ
が
あ
る
の
か
︑
判
然
と
し
な
い
︒

八
月
休
會

珍
し
く
休
会
で
あ
つ
た
︒
や
は
り
猛
暑
に
よ
る
の
で
あ
ら
う
︒

第
八
回
は
九
月
十
八
日
に
行
な
は
れ
た
︒

︵
九
月
十
八
日

例
席
︶

磯
谷
台
陽

下
橋
敬
長

宮
部
惟
孝

小
野
澤
基
豪

進
藤
千
尋

参
会
者
は
五
名
で
︑
磯
谷
台
陽
が
初
参
加
︒
一
家
か
ら
一
点
の
出
品
し

か
な
か
つ
た
が
︑
そ
の
家
の
名
を
欠
く
︒
た
だ
本
当
に
一
点
で
あ
つ
た
の

か
︑
ま
た
は
記
録
忘
れ
か
定
か
で
は
な
く
断
定
は
で
き
な
い
︒
少
な
く
と

も
五
名
の
参
会
は
あ
つ
た
の
だ
か
ら
も
う
少
し
出
品
さ
れ
て
ゐ
て
も
よ
か

ら
う
︒

第
九
回
は
十
月
十
八
日
に
行
な
は
れ
た
︒

︵
十
月
十
八
日

例
席
︶

小
林
良
孝

矢
盛
教
愛

津
田
信
克

秦
久
敬

下
橋
敬
長

宮
部

惟
孝

磯
谷
台
陽

井
上
謙
吾

並
河
尚
教

進
藤
千
尋

参
会
者
は
十
名
で
︑
初
参
加
は
ゐ
な
い
︒
こ
こ
の
と
こ
ろ
の
低
調
さ
に

比
す
れ
ば
︑
十
家
か
ら
二
十
三
点
の
出
品
が
あ
る
な
ど
︑
随
分
盛
会
で
あ

つ
た
︒
並
河
家
か
ら
七
点
の
出
品
が
あ
つ
た
︒

第
十
回
は
十
一
月
十
八
日
に
行
は
れ
た
︒

︵
十
一
月
十
八
日

例
席

集
会
︶

小
林
良
孝

矢
盛
教
愛

下
橋
敬
長

宮
部
惟
孝

伊
藤
快
常

磯

谷
台
陽

馬
来
伸
上
賀
茂
宮
司

岡
本
保
益
同
禰
宜

大
浦
宗
植

八
十
一
歳

富
永
治
道
士
族

日
比
野
道
孝
吉
田
禰
宜

野
村
敦
明

松
山
錦
平

参
会
者
は
十
三
名
で
︑
賀
茂
の
宮
司
や
禰
宜
︑
吉
田
の
禰
宜
な
ど
が
参

加
し
た
︒
今
ま
で
神
職
は
若
王
子
の
伊
藤
氏
の
み
で
あ
つ
た
︒
ま
た
五
家

か
ら
十
二
点
の
出
品
が
あ
つ
た
︒

第
十
一
回
は
十
二
月
十
一
日
に
行
な
は
れ
た
︒
日
付
が
十
一
日
と
な
つ
た

が
︑
明
治
八
年
は
二
月
か
ら
月
次
に
十
八
日
に
順
調
に
十
一
回
実
施
さ
れ

て
き
た
︒
今
回
は
一
年
最
後
の
納
会
で
あ
る
︒

︵
十
二
月
十
一
日

月
次
集
会
︶
納
會
例
席

朝
よ
り
追
々
来
集

小
林
良
孝

宮
部
惟
孝

津
田
信
克

山
科
正
恒

津
戸
某

下
橋

敬
長

馬
来
伸

予
︵
千
尋
︶

為
美
等
也

一
毛
セ

二
枚
若
王
子
家
ニ
テ
借

明
治
初
期
︑
京
都
に
お
け
る
古
器
古
物
の
展
観
︵
中
澤
︶
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一
年
最
後
の
納
会
と
し
て
は
︑
参
会
者
は
九
名
と
少
な
い
︒
四
家
か
ら

十
一
点
の
出
品
が
あ
つ
た
︒
な
に
は
と
も
あ
れ
一
年
間
無
事
に
続
い
た
こ

と
に
安
堵
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
︒

第
十
二
回
は
年
が
改
ま
つ
た
︑
明
治
九
年
の
一
月
十
五
日
に
行
な
は
れ

た
︒
以
下
十
五
︑
六
日
で
あ
る
︒

︵
九
年
一
月
十
五
日

月
次
小
集
︶

大
徳
寺
中
総
見
院
□
□

會
當
山
科
白
雲

津
田
信
充

補
助
小
林
良
孝

植
西
泰
明
等

来
名
凡
左
之
通

熊
谷
茂
七

石
束
一
郎

千
与
太
郎

浦
野
勝
次

多
久
顕
明

水
茎
孟
末

小
川
為
義

小
林
雄
精

金
龍
院

孤
蓬

庵

並
河
尚
教

立
入
宗
信

山
中
献
従
五
位

下
橋
敬
長

植
西

泰
明

石
野
従
四
位
外
四
人

山
崎
庄
蔵
外
二
人

松
室
重
礼

安

井
九
兵
衛
豊
岡
神
官

河
原
崎
利
兵
衛

同
嘉
兵
衛

千
某
う
ら
外

弐
人

北
小
路
叟
助

馬
場
顕
東

浦
野
某

中
山
某

近
藤
律
山

秦
久
敬

宮
部
惟
孝

聚
光
院
牧
宗

津
田
信
克

千
尋
等

飯
代
三
銭
七
厘

酒
壱
舛
八
合

肴
四
□
之
代
金
壱
円

毛
セ
ン
持
寄

総
見
院
小
銭
奉
納

参
会
者
は
新
年
で
あ
る
た
め
か
︑
三
十
八
名
と
十
五
回
中
最
多
の
数
で

あ
り
︑
半
分
は
初
参
加
で
あ
る
︒
公
家
の
石
野
氏
や
裏
千
家
か
ら
も
参
加

が
あ
つ
た
が
︑
初
参
加
者
が
そ
の
後
も
続
か
な
い
の
は
何
故
で
あ
ら
う

か
︒
出
品
も
多
く
九
家
か
ら
六
十
四
点
の
出
品
が
あ
り
︑
こ
れ
も
展
観
の

中
で
一
番
多
か
つ
た
︒
小
林
家
か
ら
二
十
三
点
︑
並
河
家
か
ら
十
五
点
の

数
で
あ
る
︒
会
場
は
大
徳
寺
の
中
の
総
見
院
で
昼
食
︑
酒
肴
も
出
た
︒
残

金
は
総
見
院
へ
納
め
た
︒
こ
の
や
う
に
盛
ん
で
あ
つ
た
も
の
の
︑
こ
れ
以

降
は
低
調
に
な
つ
て
行
く
︒

第
十
三
回
は
二
月
十
五
日
に
行
な
は
れ
た
︒

︵
二
月
十
五
日

月
次
小
集
席
︶

森
舛

来
集
人
名

竹
川
友
廣

小
林
良
孝

矢
盛
教
愛

大
橋
方
武

秦
久
敬

下
橋

敬
長

立
入
宗
信

山
下
豊
泰

宮
部
惟
孝

津
田
長
興
建
勲
宮
司

田
中
喜
十
郎
同
権
禰
宜

佐
野
久
成
豊
國
権
宮
司

安
井
九
兵
衛
同

権
禰
宜

鈴
鹿
熈
清
日
吉
権
禰
宜

松
岡
正
根
〃

鈴
鹿
義
鯨
〃

橋
口
兼
則
〃

野
村
綱
紀

千
尋

参
会
者
は
十
九
名
で
︑
今
回
も
初
参
加
者
が
多
く
︑
神
職
が
四
人
見
え

る
︒
六
家
か
ら
二
十
八
点
の
出
品
が
あ
つ
た
︒
十
一
回
以
降
進
藤
家
か
ら

の
出
品
が
あ
る
が
︑
会
の
盛
り
返
し
に
は
至
ら
な
か
つ
た
︒
今
回
も
小
林

家
か
ら
六
点
︑
並
河
家
か
ら
五
点
の
出
品
が
あ
つ
た
︒

第
十
四
回
は
三
月
十
六
日
に
行
な
は
れ
た
︒

︵
三
月
十
六
日

月
次
小
集
︶
席
森
舛

来
名

馬
来
伸

矢
盛
教
愛

立
入
宗
信

宮
部
惟
孝

下
橋
敬
長
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鵜
飼
敬

石
津
発
三
郎
京
府
権
少
属

同
時
三
郎

滝
原
勝
信

並

河
尚
教

磯
谷
台
陽

津
田
信
充

岡
本
保
益

千
尋
等

参
会
者
は
十
四
名
で
新
人
も
ゐ
る
︒
立
入
家
か
ら
六
点
︑
並
河
家
か
ら

四
点
な
ど
︑
六
家
か
ら
十
八
点
の
出
品
が
あ
つ
た
︒
会
場
は
二
月
に
続
い

て
森
桝
で
あ
つ
た
︒
こ
の
回
を
以
て
一
年
以
上
休
会
に
な
る
の
だ
が
︑
そ

の
原
因
は
こ
の
記
録
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
︒

第
十
五
回
は
十
年
五
月
十
六
日
に
行
わ
れ
た
︒

︵
十
年
五
月
十
六
日
月
次
以
文
小
集
︶
再
興
会
之
席

丸
太
町
森
舛

来
名

勢
田
章
甫

秦
久
敬

矢
盛
教
愛

立
入
宗
信

進
藤
千
尋

林
一
郎

津
田
信
克

小
林
良
孝

山
下
豊
泰

小
野
澤
基
豪

立

花
青
斎

馬
場
文
英

大
浦
宗
植

山
根
□
輔

井
関
良
顕

戸
田

保
憲

岡
本
保
益

ど
う
し
た
こ
と
か
︑
九
年
四
月
以
降
︑
中
断
し
て
ゐ
た
以
文
小
集
会
で

あ
つ
た
が
︑
一
年
二
か
月
を
経
過
し
て
こ
の
年
の
五
月
に
行
な
は
れ
た
︒

﹁
再
興
会
之
席
﹂
と
あ
る
こ
と
が
そ
れ
を
物
語
つ
て
ゐ
る
︒
そ
れ
で
も
参

会
者
は
十
八
名
で
︑
矢
盛
教
愛

立
入
宗
信

津
田
信
克

小
林
良
孝

下
橋
敬
長
と
言
つ
た
古
参
の
顔
ぶ
れ
と
と
も
に
有
識
に
名
高
い
勢
田
章
甫

ほ
か
七
人
の
新
人
が
加
は
つ
て
ゐ
る
︒
進
藤
家
か
ら
五
点
の
出
品
が
あ
つ

た
こ
と
し
か
書
か
れ
て
ゐ
な
い
が
︑
会
を
継
続
す
る
た
め
の
千
尋
の
思
ひ

が
伺
は
れ
る
︒
参
会
者
が
あ
る
の
だ
か
ら
︑
他
に
も
出
品
は
あ
つ
た
の
で

あ
ら
う
が
︑
以
下
は
余
白
と
な
つ
て
何
も
書
か
れ
て
ゐ
な
い
の
は
何
故
で

あ
ら
う
か
︒
再
興
し
た
も
の
の
継
続
が
で
き
た
の
か
︑
こ
の
会
を
以
て
中

断
し
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
︑
十
五
回
継
続
し
た
意
義
は
大
き
い
も

の
が
あ
つ
た
で
あ
ら
う
︒
先
に
も
書
い
た
が
︑
千
尋
は
こ
の
翌
年
の
七
月

に
逝
い
た
の
で
︑
こ
の
会
の
運
営
も
こ
の
あ
た
り
で
停
滞
︑
残
念
な
が
ら

中
断
し
た
こ
と
と
思
は
れ
る
︒

以
上
︑
十
五
回
に
わ
た
る
集
会
の
概
略
を
述
べ
た
が
︑
参
加
者
も
毎
回

入
れ
替
は
り
︑
主
宰
し
た
進
藤
千
尋
は
当
然
と
し
て
も
︑
他
は
決
ま
つ
た

人
物
で
継
続
的
に
続
い
て
ゐ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
︒
出
品
物
も
主
に
書
が

多
い
︒

六

明
治
初
年
の
京
都
に
於
い
て
︑
小
規
模
な
が
ら
こ
の
や
う
な
好
古
の
会

が
開
か
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
手
許
の
資
料
に
よ
つ
て
紹
介
し
て
み
た
︒
禁
門

の
変
で
焼
け
た
と
言
ふ
京
都
で
は
あ
る
が
︑
ま
だ
貴
重
な
品
物
は
健
在
で

あ
つ
た
︒
こ
れ
ら
の
品
を
並
べ
て
展
観
す
る
と
言
ふ
行
為
は
︑
所
有
す
る

自
己
︑
ま
た
は
自
家
の
名
誉
を
公
に
す
る
こ
と
で
も
あ
る
が
︑
東
京
奠
都

後
十
年
た
た
な
い
旧
都
に
対
す
る
︑
特
に
地
下
官
人
の
懐
旧
の
念
を
汲
み

取
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
か
ら
う
か
︒
そ
れ
ゆ
ゑ
に
長
続
き
は
で
き
な
か

つ
た
の
で
あ
ら
う
︒
京
都
の
町
の
荒
廃
は
明
治
十
年
代
が
甚
だ
し
く
︑
旧

明
治
初
期
︑
京
都
に
お
け
る
古
器
古
物
の
展
観
︵
中
澤
︶
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都
の
荒
れ
る
の
を
無
念
に
思
召
す
明
治
天
皇
の
叡
慮
か
ら
古
都
保
存
の
考

へ
が
盛
ん
に
な
つ
て
い
く
こ
と
と
な
り
︑
ま
た
こ
の
や
う
な
好
古
趣
味
は

明
治
の
時
代
を
迎
へ
博
物
館
の
設
置
と
言
ふ
文
化
財
保
護
の
考
へ
に
結
び

つ
い
て
ゆ
く
の
で
あ
る
︒

※
本
書
は
畏
友
宮
崎
和
廣
氏
の
旧
蔵
書
で
あ
り
︑
こ
れ
を
購
入
時
共
同
で

翻
刻
作
業
を
し
︑
解
題
を
付
す
る
予
定
で
ゐ
た
が
︑
お
互
ひ
に
仕
事
が

繁
多
と
な
り
︑
な
か
な
か
手
を
付
け
ら
れ
ず
に
時
は
過
ぎ
︑
い
づ
れ
の

時
に
か
世
に
紹
介
す
べ
き
だ
と
氏
は
私
に
こ
の
作
業
を
託
さ
れ
た
の
で

あ
つ
た
︒
そ
の
ま
ま
氏
は
平
成
二
十
八
年
十
月
末
に
急
逝
さ
れ
て
し
ま

つ
た
︒
残
さ
れ
た
本
は
私
の
手
許
に
あ
る
ま
ま
で
あ
る
︒
そ
こ
で
思
ひ

立
ち
こ
の
資
料
紹
介
の
文
を
書
い
て
︑
氏
が
生
前
に
で
き
な
か
つ
た
思

ひ
を
晴
ら
す
こ
と
が
︑
恩
顧
に
少
し
で
も
報
い
る
も
の
だ
と
思
ひ
こ
こ

に
纏
め
た
次
第
で
あ
る
︒
幽
界
に
お
は
し
て
拙
稿
に
な
ほ
不
満
が
あ
る

や
も
し
れ
な
い
が
︑
せ
め
て
も
の
我
が
思
ひ
を
聞
し
召
し
給
ふ
な
ら
有

り
難
い
も
の
と
思
ふ
ば
か
り
で
あ
る
︒

註

︵
１
︶
三
宅
米
吉
﹃
以
文
会
筆
記
抄
﹄
昭
和
四
年

雄
山
閣
刊

︵
２
︶
管
宗
次
﹃
京
大
坂
の
文
人

続
々
々
﹄︵
平
成
二
十
二
年
刊
︶
所

収
の
﹁
明
治
八
年
以
文
社
﹁
年
号
展
覧
目
録
﹂﹂
に
よ
る
︒
そ
れ
に

よ
れ
ば
︑
こ
の
会
の
出
品
者
は
下
橋
︑
宝
幢
寺
︑
並
河
︑
小
林
︑
井

上
︑
進
藤
︑
中
嶋
︑
水
茎
︑
矢
盛
︑
宮
部
︑
植
西
︑
竹
︑
津
田
な
ど

多
く
重
な
る
人
物
で
あ
る
︒
な
ほ
︑
年
号
展
覧
の
同
じ
目
録
が
慶
応

大
学
斯
道
文
庫
に
も
存
す
る
︒︵﹁
描
か
れ
た
古
﹂
小
図
録

平
成

二
十
八
年
十
一
月
～
同
大
学
斯
道
文
庫
で
の
展
観
︶

︵
３
︶
明
治
四
年
か
ら
開
か
れ
た
京
都
の
博
覧
会
に
も
小
林
は
積
極
的
に

出
品
し
て
ゐ
る
︒
山
本
真
沙
子
﹁
明
治
京
都
に
お
け
る
官
製
﹁
美
術
﹂

概
念
の
受
容
﹂
民
族
藝
術
二
十
五
号

次
に
ど
の
や
う
な
品
物
が
展
観
さ
れ
た
か
を
︑
書
か
れ
て
ゐ
る
ま
ま
に

挙
げ
る
︒
但
し
作
者
の
伝
を
記
し
た
﹁
札
記
﹂
が
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
が
︑

こ
こ
で
は
全
て
省
略
し
た
︒︵
判
読
不
明
な
文
字
は
□
と
し
た
︒︶

第
一
回

出

品

明
細
目
六

一
聖
徳
太
子

寶
塔
経

銀
経

十
六
行
ア
リ
一
行
十
字

凡
竪
八
寸
七

分

畑
氏
所
持

紺
紙

金
字
一
字
コ
ト
金
泥
寶
塔
ア
リ

奥
書

右
件
経
片
及
以
別
□
紫
紙
金
字
経
片

今
茲
弘
化
四
年
丁
未
十

月
廿
五
日
授
与

権
上
坐
實
誠
大
徳
者
也

法
印
大
和
尚

花
押

記
之

裏
書

聖
徳
太
子
御
書
一
字
塔
之
法
華
経
残
片

壱
拾
陸
行

天
保
年
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中
和
州
駒
塚

太
子
御
駒
埋
葬
之
地

東
福
寺
主
詮
衆
□
□
贈

与
于
宗
渕
也

一
光
明
皇
后

大
般
若
経

巻
第
六
十
六

同
氏

黄
紙
金
掛
引
一
行
十
七
字
金
字

全
一
巻
竪
凡
八
寸
四
分

一
伊
豆
内
親
王
御
遺
言
写

並
河
氏
所
蔵

石
摺

八
行

初
行

天
長
十
年
九
月
廿
一
日

末
行

面
受
遺
言
元
品
内
親
王

伊
都

御
影
四
印
中
不
分

一
青
龍
院
宮
御
消
息
切

七
行

進
藤
蔵

御
名
ア
リ

初
行
可
被
行
僧
事
之
由

未
行
八
月
廿
四
日

慈
道

一
大
塔
宮

座
摩
太
神
宮
神
号

渡
邊
近
江
守
都
下
朝
臣
資
政
摸
刻

同
氏

一
大
乗
院
宮
御
譲
状

十
二
行

武
田
氏
所
蔵

初
行

平
等
房
領
山
城
國
大
原

末
行

阿
闍
梨

花
押

親
王

一
後
青
龍
院
宮
真
跡

祖
師
御
消
息
写

十
三
行

進

初
行

傳
法
事
︱

末
行

正
月
二
日

御
押

一
後
大
乗
院
宮

三
首
御
懐
紙

進

詠
三
首
和
哥

道
圓

川
邊
卯
花

ふ
く
風
の
さ
そ
ふ
に
つ
け
て
玉
河
の
浪

に
か
ゝ
れ
る
き
し
の
う
の
花

初
聞
郭
公

ほ
と
ゝ
ぎ
す
ね
ざ
め
の
時
は
い
つ
よ
り

も
猶
め
づ
ら
し
き
初
音
な
り
け
り

契
不
逢
戀

さ
し
も
げ
に
し
ゐ
て
契
し
か
ひ
ぞ
な
き

さ
て
も
つ
れ
な
き
人
の
心
は

一
同
御
消
息

八
行

進

初
行

日
吉
客
人
神
輿

末
行

宛

室
町
殿

一
後
崇
光
院

續
古
今
和
哥
集

真
名

假
名
序

全

後
藤
氏

一
桂
蓮
院
宮

祈
祷
巻
数
案

天
文
二
年
五
月
三
十
日
御
名
ア
リ

進

一
同
假
名
□
文

天
文
七
卯
廿
一

御
名
ア
リ

進

一
陽
光
院
御
消
息

御
諱
□
□

和
□
師
奥
行
の
事

進

一
龍
華
院
宮
御
消
息

筑
後
奉
書

杉
紙
十
二
行

御
名
ア
リ

進

一
花
町
宮
御
懐
紙

竪
一
尺
二
寸
二
分

横
一
尺
五
寸

進

春
日
詠
花
有
喜
色
和
哥

式
部
卿
良
仁
親
王

と
し
を
へ
て
猶
さ
か
へ
い
く
き
み
が
代
に
あ
ひ
に
□
た
つ
花
の
い

ろ
か
な

一
獅
子
吼
宮
和
哥
色
紙

小
色
紙

竪
五
寸
五
分

横
四
寸
九
分

古
歌

明
治
初
期
︑
京
都
に
お
け
る
古
器
古
物
の
展
観
︵
中
澤
︶
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進

一
後
桂
蓮
院
宮

神
号

絹
地

竪
六
尺
四
寸

南
無
天
王
八
大
王
子

八
字

進

一
同

詩
稿

七
行

義
諦
稿
ト
ア
リ

同

一
本
覚
院
宮

一
行
物

竹
開
霜
浮
□

御
印
悪
厳

白
字

鳥
居
川
氏

一
同

大
字
石
摺

柿
本
寺
歌
塚
碑
大
字
石
摺

並
河
氏

付
裏
銘

佛
國
寺
百
拙
撰
十
五
行

享
保
壬
子
年

銘
曰

大
和
國
添
上
郡
櫟
本
郷
人
麻
呂
歌
冢
碑
陰
記
・
・
・

付
柿
本
寺
沙
門
慶
範
勧
進
状

文
明
八
年
ノ
モ
ノ

寛
政
十
一
六
六
源

弘
賢
摸
刻

五
十
一
行

並
河

一
霊
元
院
皇
女

清
浄
光
院
宮

御
衣
切

白
生

瓜
ニ
ア
ラ
レ

按
五

ツ
衣
御
鰭
ノ
紐
カ

︱
氏

以
上
二
十
点

品
数
付
品
共

二
十
六

一
上
東
門
院
御
墳
墓
考

半
紙
六
枚

矢
盛
教
愛

一
童
子
の
と
ひ
に
こ
た
ふ

短
冊
三
枚

進
藤
千
尋

右
二
点

別
記
ニ
ア
リ

又
上
東
門
院
陵
考

第
二
回

出

品

一
小
色
紙

和
哥
弐
首

竪
四
寸
六
分
半

但
切
レ
也
口
半
カ

若
王
子
社
司
伊
藤
氏

一
消
息

御
名
ア
リ

文
中
ニ
後
醍
醐
院
御
返
翰
御
諱
□
□

進
藤

初
行

以
了
返
々
遺
恨

末
行

八
月
十
三
日

慈
道

竪
凡
一
尺
六
分

横
一
尺

七
寸

一
東
山
泉
涌
寺
古
圖

時
代
不
知

井
上
氏

圖
上

勅
叡
覧
事
之
四
字
ハ
後
奈
良
院
宸
翰
ト
云

今
ノ
伽
藍
ト
ハ

大
ニ
違
フ

一
十
七
憲
法

寛
文
印
本
ト
ハ
文
字
等
大
同
小
異
也

一
冊

進
藤

奥
云

明
應
六
年
九
月
十
四
日
俄
有
所
用
模
写
之

追
而
可

書
改
者
也

不
可
及
他
見
□
□
花
押

一
句
題
百
首
和
哥

進
藤

初
行

雲
霞
出
海
曙

末
行

堯
時
奉
万
年

限
な
し
や
か
の
白
雲
に
の
る
と
い
ひ

し
仙
人
の
身
に
つ
も
る
と
し
ど
し

奥
云

先
師
桂
蓮
院
二
品
親
王
真
跡
者
也

同
御
詠
歌
也

尤
無
疑

御
百
首
一
段
可
為
見
半
以

花
押

之

尊
親
王

御
若
手
之
御
押
也
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但
表
題

尊
親
王

一
譲
状

竪
八
寸
弐
分

横
一
尺
四
寸
三
分

一
巻

伊
藤
氏

大
峯
葛
城
熊
野
等
縁
起

在
本
目
録

并
役
行
者
蓑
傘
譲
与
之
一
期

之
後

土
御
門
宮
カ

押
小
路
入
道
殿
下
若
公
カ

入
當
道
為
其
□

量
者
者
可
被
譲
遠
也

御
状
如
件

延
慶
二
年
六
月
五
日

前
大
僧
正

添
紙
云

元
禄
十
二
年
之
勘
物
也

覚

土
御
門
親
王
之
御
事

押
小
路
殿
下
之
御
事

不
考
得
候

三
條
公
茂
卿
ヲ
押
小
路
内
大
臣
と
申
候

正
中
元
年
正
月
四

十
一
歳
ニ
テ
薨
去
ニ
御
座
候

時
代
少
相
違
仕
候

二
條
殿

尹
房
公
晴
良
公
関
白
ニ
テ
御
座
候

二
條
押
小
路
ノ
亭
ニ
御

住
居
候
ヘ
共
大
永
天
文
之
頃
ノ
御
人
故
時
代
相
違
仕
候

元
禄
十
二
歳
四
月
十
日

平
田
内
匠
允

印
二
顆

同
裏
書
云

一
消
息
文

竪
一
尺
一
寸
弐
分

横
一
尺
六
寸
一
分

進
藤

初
行

明
日
□
□
嶺
院
御
必
定
之
由

末
行

尊
酬

信
尋

一
消
息

竪
八
寸
六
分

横
壱
尺
三
寸
七
分

同

儀
内
ゟ
歌
書
請
取
候
ハ
ゞ
品
宮
へ
直
ニ
此
文
持
参
申
上
候

此
状
ハ

今
日
返
し
被
下
候

此
書
は
あ
な
た
に
な
く
御
く
ろ
う
に
あ
そ
ば
し

□
□
候

こ
れ
う
た
う
た
文
に
て
よ
く
申
遣
候
間

其
後
口
上
に
て

□
お
礼
よ
く
候

宗
女

花
押

一
古
哥
切

白
地
金
経
上
下
金
砂
子
ノ
紙

古
哥
五
首
墨
書

同

竪
一
尺
一
寸
二
分

横
一
尺
四
寸
六
分

一
畧
懐
紙

二
幅

梅
辻
氏

以
上

一
並
河
先
生
持
参

二
十
二
社
巡
拝
序

夫
畿
内
の
輿
地
志
は
己
酉
の
春
並
河
五
一
先
生
承

公
命
を
五
畿
を
巡

視
し

神
廟
佛
客
名
区
興
廃
山
川
名
勝
正
之
ニ
五
た
び
年
序
を
歴
て
功

を
終
へ
玉
ふ

や
つ
が
れ
も
そ
の
事
に
あ
づ
か
り
て

こ
れ
に
随
ふ

其
草
稿
ハ
豆
州
三
嶌
社
庫
に
お
さ
む

後
先
生
も
三
島
に
寓
居
し
給
ひ

て
・
・
・
・
翌
巳
の
春
・
・
語
ら
ん
が
た
め
三
島
に
い
た
る

此
時
か

の
社
庫
に
納
め
玉
ふ
畿
内
□
□
と
こ
の
由
来
俗
家
の
由
緒
書
等
所
々
よ

り
差
出
す
所
の
記
録
百
里
を
へ
だ
て
て
有
ん
は
無
益
の
こ
と
ゝ
思
ひ

是
を
畿
内
に
と
ゞ
め
給
へ
と
請
ふ

先
生
諾
し
て
三
島
の
社
職
矢
田
部

氏
に
計
り
て
こ
れ
を
社
庫
よ
り
出
し

予
に
付
与
し
給
ふ

於
是
退
き

て
列
志
を
□
て
摂
の
式
内
神
社
巡
拝
を
撰
む
︵
畧
︶

元
文
六
年
酉
仲
春
廿
五
日

摂
州
東
生
郡
榎
並
庄
赤
川
村

久
保
重
宜

並
河
尚
教
翁
札
記
云

明
治
初
期
︑
京
都
に
お
け
る
古
器
古
物
の
展
観
︵
中
澤
︶
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五
畿
内
志
編
集
ノ
節

諸
所
ヨ
リ
記
シ
来
ル
書
類
畿
内
諸
社
ニ
納
メ

有
ル
ベ
キ
カ
ノ
由
此
序
ニ
見
エ
何
ト
ゾ
諸
君
御
心
掛
ケ
ニ
テ
何
ノ
社

ヤ
捜
索
ア
リ
テ
御
ト
リ
出
シ
テ
ハ
イ
カ
ヾ
ヤ

當
今
ヨ
リ
凡
百
五
十

年
前
其
節
ハ
五
一
採
用
セ
ザ
レ
ド
當
時
ニ
テ
ハ
異
聞
ノ
又
考
證
ノ
一

助
ニ
成
ル
ベ
キ
ア
ラ
ン
カ

先
年
谷
森
氏
ト
語
リ
合
ヒ
シ
事
モ
ア
リ

第
三
回
出
品

一
伏
見
院
御
哥
集

冬
部

九
十
五
首
一
巻

進
藤

後
伏
見
院
宸
筆裏

正
和
四
年
具
注
暦

八
月
一
日
至
十
二
月
三
十
日

奥
ニ
暦
博
士
在
材
以
下

一
陽
光
院
宸
筆

假
名
御
手
本

源
氏
切

一
巻

立
入
氏

一
後
陽
成
院
宸
筆

天
満
宮
神
号
九
字

一
軸

宮
部
氏

一
後
光
明
院
御
製
御
短
冊

打
雲
紙

立
入
氏

深
山
月

山
路
わ
け
照
影
清
し
い
に
し
へ
も
今
も
か
は
ら
ぬ
有
明

の
月

御
諱

一
新
上
西
門
院
御
筆

古
歌
色
紙

小
林
氏

一
桂
光
院
宮
御
消
息

宛
名
四
僧

一
軸

伊
藤
氏

一
女
二
宮
御
筆

古
哥
色
紙

小
林
氏

一
御
壁
書

寛
永
廿
一
年
尊
敬
親
王
勧
学
之
時

進
藤

師
宮
尊
純
親
王
真
筆

一
成
輔
親
王
真
跡

朗
詠
詩
一
首

祝
長
生
殿
︱
二
行

一
軸

進
藤

准
三
后
押
親
王
書
之
七
十
九
歳

長
生
殿
ノ
詩
ニ
付
ス

一
慶
滋
保
胤
真
跡

十
八
行

影
刻

畑
氏

末
行

六
月
十
四
日
僧
寂
心
上
啓
ト
ア
リ

員
外

伏
見
帝
宸
筆

一
石
摺

拾
遺
帖

拾
遺
倭
歌
集
第
十
六

歌
数
十
二
首

一
帖

並
河
氏

奥
書
云

此
一
巻
正
応
聖
主
所
御
染
宸
翰
也

寔
如
遊
龍
明
水
景
山
興
雲
殊
御
假

名
之
文
字
出
入
古
今
者
乎

寛
永
第
七
六
月
仲
旬

正
二
位
行
権
大
納
言

藤
原
朝
臣
光
廣

第
四
回

出
品

一
大
塔
宮
御
消
息

文
中
堀
河
中
納
言
ノ
名
ア
リ

下
鴨

山
中
氏

御
押
入

一
亀
山
院
皇
子

二
品
慈
道
親
王
真
跡

授
許
可
作
法

進
藤

裏
高
貴
御
消
息

奥
書
尊
円
親
王

一
後
陽
成
院
道
晃
親
王
御
筆

出
山
釈
迦

墨
絵
絹
地

立
像

花
押
書
焉
ト
ア
リ

若
王
子
殿

一
尊
純
親
王
真
跡

釈
尊
年
譜

紙
中
経
ア
リ

一
軸

進
藤

一
後
西
院
皇
女
平
覚
院
宮
真
筆

半
切
一
行
物

一
軸

津
田
氏
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一
御
自
詠
短
冊

名
入

後
陽
成
院
皇
子
好
仁
親
王

小
林
氏

一
哥
御
詠
草

名
入

後
西
院
第
九
皇
子
尚
仁
親
王

一
軸

小
林
氏

一
筆
々
之
絵

タ
ン
セ
ン
形

自
賛
詩
二
句

後
水
尾
院
十
三
皇
子
周
賢

親
王

進
藤

一
石
之
絵

光
格
天
皇
御
養
子
有
道
親
王

進
藤

員
外

一
光
厳
帝
宸
筆
御
直
文

康
永
二
年
四
月
十
三
日
御
諱
御
押
ア
リ

武
田
氏

一
廣
橋
兼
宣
状

稲
荷
五
社
神
主
御
次
事

左
少
弁
兼
宣

並
河
氏

地
蔵
院
僧
正
殿
へ

一
廣
橋
従
一
位
兼
胤
公
哥

懐
紙

題
水
石
歴
幾
年

儀
同
三
司
兼
胤
ト

ア
リ

並
河
氏

一
武
速
須
佐
之
男
命

七
字
神
号

摂
政
前
左
大
臣
従
一
位
二
條
斎
敬
筆

一
中
御
門
勧
修
寺
尚
良
卿
筆

正
二
位
権
大
納
言

一
巻

立
入
氏

以
上

員
外
也

一
後
陽
成
院
皇
子

良
純
親
王

御
書

知
恩
院
宮

號
八
宮

一
同
皇
子

尊
性
親
王

御
書

光
厳
帝
御
直
文
宸
筆

康
永
二
年

御
諱
御
押
被
遊

第
五
回

出
品

一
暦
應

建
武

正
安

正
應
等
年
号
付
古
文
書
六
通

高
雄
山
神
護
寺

領
之
文
書
也

小
野
澤
氏
蔵

一
天
平
十
七
年
大
蔵
省
仕
丁
等
移

在
印

並
河
氏
蔵

但
文
中
甲
賀
宮
立
丁
厮
丁

久
仁
宮
立
丁
厮
丁
等
ヿ
ア
リ

〃

一
天
平
感
寶
元
年
詔
書

写

遠
江
國
平
田
寺
蔵

〃

一
天
平
勝
寶
元
年
詔
書

写

本
物
銅
板

今
石
摺

〃

一
天
平
寶
字
七
年

曼
陀
羅

世
ニ
云
浄
土
曼
陀
羅

印

〃

一
貞
観
十
三
年
小
水
麻
呂
名
有
佛
師
奥
書

石
摺

〃

一
天
延
二
年
太
政
官
牒

東
大
寺

写

〃

一
大
治
元
年
地
券

〃

一
承
安
三
年
沽
却
券

□
澄
寺
東
室

〃

一
建
久
四
年

〃

〃

一
治
承
五
年

勘
文

東
大
寺
焼
亡

中
原
師
尚

〃

一
養
和
元
年

勧
進
帳

写

東
大
寺
俊
乗
房
重
源

〃

一
永
仁
六
年

灌
頂
文
書

審
盛

〃

一
永
享
二
年

綸
旨

東
大
寺

〃

一
建
武
三
年

伝
法
灌
頂
︱

〃

一
永
享
十
一
年

貞
次
刀
銘

〃

一
正
平
本

論
語

四
冊

〃

一
正
暦
元
年

陽
明
家
日
記
抄

〃

一
長
徳
二
年

祈
願
文

丹
波
國
三
嶽
山

〃

一
三
条
西
公
條
公
書
翰

五
通

一
巻

〃

一
徳
治
二
年
掃
部
寮
文
書

小
林
氏

明
治
初
期
︑
京
都
に
お
け
る
古
器
古
物
の
展
観
︵
中
澤
︶
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一
建
武
四
年
掃
部
寮
文
書

〃

一
光
格
天
皇
御
持
古
御
扇

一
本

〃

一
閑
院
典
仁
親
王
御
詠
草

〃

一
林
丘
寺
宮

元
瑶
御
印
影

二

津
田
氏

一
同

元
秀
御
印
影

二

〃

外
ニ
御
蔵
印

韃
字
印
影

二
面

但
文
字
不
知

〃

一
林
丘
寺
宮

元
秀
御
本
心
経

松
嶺
元
秀
ト
ア
リ

〃

一
鷹
司
政
通
公
短
冊

〃

一
古
代
馬
ノ
タ
ヅ
ナ

鉄
造

〃

一
後
桜
町
院
宸
点

女
房
衆
詠
草

二
紙

植
西
氏

一
古
文
書

消
息
文

実
隆
公
等
ノ
名
ア
リ

一
巻

〃

一
寶
亀
四
年

癸
丑
年
菊
燈
基

一
基

遠
藤
氏

一
天
安
二
年

比
枝
山
西
塔
寶
幢
院
鳴
錦
銘

写

猿
渡
氏

一
統
和
元
年
寶
泉

第
六
回

出
品

一
後
陽
成
院
皇
子
吉
宗
親
王
御
画

濵
苫
屋
之
圖

伊
藤
氏

一
中
御
門
院
皇
子
勝
妙
楽
院
宮
扇
面

月
大
小
之
御
哥

津
田
氏

第
七
回

出
品

一
一
休
和
尚
墨
絵

下
橋
氏

一
勧
修
寺
経
逸
公

實
孝
明
天
皇
外
祖

懐
紙

下
橋
氏

一
鷹
司
政
通
公
作

コ
ン
ロ

角

號

印

爐

在
銘

小
林
氏

一
小
田
信
長
公
状

□
岩
坊

墨
印
ア
リ

〃

一
加
茂
社
大
鳥
居
木

切
端

安
永
之
字
有
之

〃

第
八
回

出
品

一
伏
見
院
春
日
社
へ
御
願
文

第
九
回

出
品

一
光
厳
院
宸
筆
御
消
息

進
藤

一
鷹
司
政
熈
公

三
大
字

楽
山
八
十
翁
書
ト
ア
リ

下
橋

一
近
衛
家
久
公
哥

植
西

一
藤
斎
敬
公
消
息

下
橋

一
豊
臣
秀
吉
公

状

写

小
林

一
近
衛
行
尹
公

哥

井
上

一
島
津
斎
彬

短
冊

小
林

一
小
林
良
典
朝
臣

短
冊

〃

一
熊
野
御
幸

古
絵
巻

写

〃

一
徳
川
家
康
公
状

小
野
澤

一
後
陽
成
院
御
消
息

立
入

一
勧
修
寺
教
秀
公

後
奈
良
院
外
祖

詩
懐
紙

〃
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一
楠
正
成
公

小
絵
像

小
林

一
一
條
忠
良
公
詩

津
田

一
三
寶
院
高
盧
准
后
消
息
切

□
准
后
ト
ア
リ

浄
功
徳
院
宛

〃

一
鷹
司
輪
照
公
北
政
所

消
息

下
橋

一
古
文
書

康
安
三
年

磯
谷

一
禅
僧
周
澤
直
文

〃

一
天
慶
九
年

安
典
申
文

並
河

一
建
久
五
年

慶
恩
田
地
沽
券
文

〃

一
建
保
五
年

良
算
書

愚
草

並
河

一
承
久
三
年
平
群
郡
夜
摩
郷
秦
氏
買
券

〃

一
安
貞
二
年
東
大
寺
梵
綱
會
寄
進
田
地
券

〃

一
貞
治
四
年
石
山
寺
北
室
坊
銅
閼
阿
伽
桶
模
字
一
枚

石
花
墨
摺

〃

〃

第
十
回

出
品

一
尊
證
親
王
筆

画

一
尊
寶
親
王

岩
画

一
尊
超
親
王

竹
画

員
外

一
鷹
司
教
平
公

詩
哥

小
林

一
聖
護
院
通
證
准
后

哥
巻

伊
藤

一
栂
尾
高
弁

文

〃

一
姉
小
路
︱
︱

短
冊

〃

一
藤
井
貞
幹

遺
墨
類

〃

百
官
書
入
本
並
河
蔵

舩
氏
墓
誌

好
古
小
録
並
河
蔵

古
印
譜

竹
氏

古
瓦
写

小
林
墓
摸

一
穂
井
田
忠
友

同
断

墓
摸
下
橋

観
古
帖

古
瓦
集
序

書
状

小
林

外
ニ

一
保
延
六
年

位
記

次

天
皇
御
璽
印

小
林

天
平
勝
寶
年
間
文
書
切

古
印
切

正
蔵
院
中
琴
打
摸

同
朝
鮮
ノ

物

太
刀

藤
貞
幹
古
瓦
写
二
枚

一
近
衛
龍
山

詩
カ
ル
タ

〃

右一
寺
町
誓
願
寺
ニ
奉
葬
皇
女
御
墓
銘

写
二
枚

下
橋

︵
附
箋
︶記

一
保
延
六
年
十
一
月
十
九
日
位
記

并
正
治
文
書

無
年
号
文
書

右
合
壱
巻

原
本

一
天
平
勝
寶
年
間
切

法
隆
寺
印
有

一
天
平
年
間
文
古
写

一
巻

一
正
倉
院
琴
写

一
巻

一
同
太
刀
写

一
巻

明
治
初
期
︑
京
都
に
お
け
る
古
器
古
物
の
展
観
︵
中
澤
︶
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一
藤
貞
幹
古
瓦
摺

二
枚

一
近
衛
龍
山
公

詩
カ
ル
タ
四
枚

一
鷹
司
教
平
公
詩
歌
懐
紙

右
八
品

明
治
八
年
十
一
月
十
八
日

小
林
良
孝
出
品

第
十
一
回

出
品

一
亀
山
院
皇
子
桓
明
親
王
御
消
息
切

進
藤

一
後
二
條
院
宸
筆

哥
切

一
枚

山
科

一
慈
鎮
和
尚

四
半
切

〃

一
古
文
書

田
券
類

延
文
至
寛
文
廿
九
通

一
巻

津
戸
氏

一
本
居
宣
長
書
状

宛
蓬
莱
大
夫

一
軸

小
林

一
平
田
篤
胤

古
史
傳
稿

〃

一
上
田
秋
成

文

磯
谷

一
伴
林
光
平

短
冊

小
林

一
九
條
家
西
園
寺
家

車
圖

二
枚

〃

一
御
一
新
之
砌
神
宮
へ
被
納
候
御
錺
圖
一
巻

〃

一
鷹
司
摂
山
公
好
茶
之
書

〃

以
上

新
聞
︵
省
略
︶

第
十
二
回

出
品

一
豊
臣
公

皇
胤
ト
云

画
像

狩
野
家
所
絵
ト
云

水
口
氏

一
同
豊
國
社
旧
惣
圖

元
和
年
中
所
圖
之
物

大
軸

進
藤

一
施
無
畏
王
院
宮

式
行
物

絹
地
長
生
殿

〃

一
道
円
親
王

二
首
懐
紙

〃

一
太
上
天
皇
御
願
文

石
摺

進
藤

一
大
聖
寺
永
皎

詩

津
田

一
浄
照
明
院
宮

た
に
さ
く

〃

一
寶
鏡
寺
本
覚
院
宮

一
行
物

〃

一
後
小
松
院
第
五
皇
子
一
休
和
尚
筆

〃

一
秀
吉
公

一
行
物

水
口
氏

一
古
矢
根

銘
兼
氏

〃

一
鷹
司
政
通
公

一
條
忠
香
公
合
作

茶
碗

津
田
氏

一
光
明
院

御
切

植
西

一
後
鳥
羽
院

〃

一
大
塔
宮

〃

鎌
く
ら
最
明
寺

織
田
信
長
公

か
な
物

右
五
点

一
帖

〃

一
尊
朝
親
王

詩
歌

一
軸

〃

一
八
条
智
仁
親
王

哥
切

小
林
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一
同

□
□
小
切

奥
書

□
之
物

〃

一
同

智
忠
親
王

懐
紙

〃

一
同
尚
仁
親
王

詠
草

小
林

一
徳
川
光
圀
状

〃

一
鷹
司
信
房
公

哥
切

〃

一
同
房
輔
公

懐
紙

〃

一
三
條
實
万
公
懐
紙

〃

一
徳
川
斉
昭
卿
短
冊

〃

一
車
圖
式

二
巻

〃

一
博
古
帖

〃

一
集
古
十
種

印
章
部

七
冊

〃

一
古
代
壺

〃

一
織
田
信
長
公
右
近
府
宣
旨

〃

一
〃
靭

矢
老
共

鞾
紋
付

甲
背
云

〃

一
秀
吉
公
半
弓

鎗

矢
根

方
盆

一
秀
頼
公

銅
印

千
財

一
聚
楽
亭
所
用

大
板
子

一
鷹
司
輔
熈
公
作

茶
杓

一
廣
遍
祐
窓
短
冊

一
宝
船
捺
印

一
徳
川
光
圀
公
書
状

一
同
光
貞
公

状

一
豊
臣
氏
譜

三
冊

並
河

一
天
正
武
鑑

一
二
神
修
理
之
千
字
文

一
豊
公
朱
章

一
高
麗
古
文
書

写

一
文
禄
三

布
令

写

一
女
房
奉
書

朝
鮮
事
件

一
藤
田
玄
以
外
二
人

花
押

一
玄
以
祐
筆
梅
軒
文

一
豊
公
肖
像
影
本

一
同
朱
盆

以
上
並
河
氏

一
信
長
公
傳
来

双
刀

拵
付

御
光
作

立
入

一
天
正
時
代
短
冊

〃

一
織
田
譜

一
冊

並
河

一
光
秀
以
下
連
哥

一
巻

一
同
連
哥
記

一
通

一
井
戸
某

文

一
幅

庄
村
蔭
申
云

四
良
大
夫
カ
ト

以
上
並
河
氏

一
霊
元
帝
宸
筆

小
色
紙

山
科

明
治
初
期
︑
京
都
に
お
け
る
古
器
古
物
の
展
観
︵
中
澤
︶
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一
栂
尾
高
弁
状

一
千
五
百
番
哥
合
巻
切

称
本
能
之
切

摸
之

右
い
づ
れ
も
札
記
千
尋
認
之
付
之

一
神
代

壺

水
茎

一
古
代
石
帯

欠
石

白
青
二
顆
粒

三
輪
山
所
出
ト
云

右
札
記
ナ
シ

第
十
三
回

出
品

一
後
大
乗
院
道
円
親
王
消
息

宛
室
町
殿

進
藤

一
龍
池
院
宮
円
頓
章

在
押

一
足
利
義
尚
公
消
息

宛
青
蓮
院
殿

一
大
乗
院
宮
消
息

写

矢
盛
吉
田
氏

一
梶
井
尊
悟
親
王
消
息

一
龍
池
院
宮
詠
草

一
聖
護
院
盈
仁
親
王

---横
物
内
福
寿
之
二
字
写

一
有
栖
川
職
仁
親
王

消
息

一
本
覚
院
宮

半
切

一
曼
殊
院
宮
覚
恕
准
后
消
息

一
毘
沙
門
堂
公
祥
権
僧
正

〃

一
昭
高
院
道
澄
准
后

〃

以
上
九
点

吉
田
氏

一
孝
明
天
皇
外
祖

正
親
町
贈
左
大
臣
實
光
公
哥

扇
面

並
河
氏

一
朝
鮮
國
復
對
州
宗
氏
書

一
通

万
寿
十
六
年
本
朝
天
正
十
六
也

写

一
〃
國
王
呈
琉
球
國
王
書

万
寿
三
十
八

本
朝
慶
長
十
五
也

写

一
安
南
國
勘
合
并
璽

永
祚
十
年
本
朝
永
禄
十
一
年
カ

写

一
王
手
習

写

右
並
河
氏

一
近
衛
信
尹
君
真
跡

山
下
氏

一
渡
唐
天
神
像

一
本
覚
院
宮
一
行
物

馬
場
氏

一
楠
氏

朱
印
弐
顆

小
林
氏

一
織
田
信
長
公

弓
掛

一

一
藤
房
公

正
成
卿

正
行
朝
臣
等

二
首
懐
紙
三
枚
石
摺

一
楠
氏

幡

写

一
水
戸
弘
道
館
碑

石
摺

一
信
長
公
宣
案

右
六
点
小
林
氏

一
摂
津
國
惣
圖

正
保
三
年
ノ
写
図

進
藤

一
豊
公
画
像

唐
冠
小
直
衣

太
刀

坐
ブ
ト
ン
紅
白
段

藤
嵜
氏
蔵

佐
野
氏
出

已
上

外
ニ
先
會
水
茎
氏
ヨ
リ
出
品
有

古
器
ノ
品
評
書

千
尋
稿
︵
省
略
︶
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九
年
一
月
十
五
日

進
藤
千
尋
稿

右
進
藤
老
人
勘
物
之

一
同
無
異
物
候

第
一
之
古
物
と
可
賞
候
也

明
治
九
年
一
月
十
五
日

㊞

以
文
小
集
會

會
當

津
田
信
充

補
助

小
林
良
孝

秦

久
敬

植
西
泰
明

宮
部
惟
孝

第
十
四
回

出
品

一
龍
池
院
宮
真
筆

龍
虎

二
大
字

一
聖
護
院
一
品
盈
仁
親
王

一
行
物

清
風
明
月

立
入

一
同
真
作
□
□
□
匙

〃

員
外

一
豊
臣
秀
𠮷
公
□
章

二
通

一
巻

石
津
氏

□
ハ
与
内
大
臣
書

一
ハ
与
寺
沢
氏
筆
也

一
後
光
明
院
御
詩
集

立
入
経
徳
筆

一
冊

立
入
氏

一
一
條
忠
良
公
真
筆

一
ハ
一
行
物

一
ハ
墨
蘭

二
幅

〃

一
甘
露
寺
経
元
卿
筆

和
哥
会
次
第

一
冊

〃

一
京
極
黄
門
定
家
卿
記
録
切

世
ニ
小
記
録

一
幅

押
小
路
家

一
源
義
経
状

名
判
ア
リ

切
ト
ミ
ユ
ル

一
幅

〃

一
正
三
位
家
隆
卿
状

名
ト
所
ニ
家
ノ
字
一
ツ
ア
リ
不
案
心
ナ
レ
モ
ノ

〃

一
海
軍
卿
勝
安
房
殿

古
躰
ノ
舩
之
長
哥

一
幅

安
井
氏

一
延
暦
四

僧
正
牒

石
摺

一
帖

並
河
氏

一
正
和
二

東
福
寺
土
牒

写

一
幅

〃

一
天
文

鶴
ケ
岡
人
書

一
ふ
く

〃

一
古
文
書

写

七
通

〃

一
永
仁
二

石
津
庄
古
文
書

一
幅

石
津
氏

但
考
證
書
類

并
副
本
合
十
通
添

一
□
□
□
十
二
本
□

銘
云

応
永
十
九
年
八
月
日
敦
秋
作

恩
徳
院
住
持
詮
藝

名
年
次

摸

辻
氏

第
十
五
回

出
品
展
観

鎌
足
公
真
像

相
州
江
嶌
上
宮
碑
石
摺

天
海

文

時
亮

二
字

武
者
小
路
實
岳
公
短
冊

右
進
藤

︵
な
か
ざ
は

の
ぶ
ひ
ろ
・
東
京
都
立
小
岩
高
等
学
校
主
幹
教
諭
︑

國
學
院
大
學
兼
任
講
師
︑
博
士
︵
神
道
学
︶︶

明
治
初
期
︑
京
都
に
お
け
る
古
器
古
物
の
展
観
︵
中
澤
︶
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